
昭和三十五年総理府・建設省令第三号

道路標識、区画線及び道路標示に関する命令

道路法第四十五条第二項及び道路交通法第九条第三項の規定に基づき、道路標識、区画線及び道路標示に関する命令を次のように定め

る。

目次

第一章　道路標識（第一条―第四条）

第二章　区画線（第五条―第七条）

第三章　道路標示（第八条―第十条）

附則

第一章　道路標識

（分類）

第一条　道路標識は、本標識及び補助標識とする。

２　本標識は、案内標識、警戒標識、規制標識及び指示標識とする。

（種類等）

第二条　道路標識の種類、設置場所等は、別表第一のとおりとする。

（様式）

第三条　道路標識の様式は、別表第二のとおりとする。

（条例で寸法を定める道路標識）

第三条の二　道路法（昭和二十七年法律第百八十号）第四十五条第三項の内閣府令・国土交通省令で定める道路標識は、案内標識及び警戒

標識並びにこれらに附置される補助標識（これらの道路標識の柱の部分を除く。）とする。

（設置者の区分）

第四条　道路標識のうち、次に掲げるものは、道路法による道路管理者（以下「道路管理者」という。）が設置するものとする。

一　案内標識

二　警戒標識

三　規制標識のうち、「危険物積載車両通行止め」、「最大幅」、「重量制限」、「高さ制限」、「自動車専用」、「許可車両専用」、「許可車両

（組合せ）専用」及び「広域災害応急対策車両専用」を表示するもの

２　道路標識のうち、次に掲げるものは、都道府県公安委員会（以下「公安委員会」という。）が設置するものとする。

一　規制標識のうち、「大型貨物自動車等通行止め」、「特定の最大積載量以上の貨物自動車等通行止め」、「大型乗用自動車等通行止め」、

「二輪の自動車・一般原動機付自転車通行止め」、「自転車以外の軽車両通行止め」、「特定小型原動機付自転車・自転車通行止め」、「大

型自動二輪車及び普通自動二輪車二人乗り通行禁止」、「車両横断禁止」、「転回禁止」、「追越しのための右側部分はみ出し通行禁止」、

「追越し禁止」、「駐停車禁止」、「駐車禁止」、「駐車余地」、「時間制限駐車区間」、「最高速度」、「特定の種類の車両の最高速度」、「最低

速度」、「車両通行区分」、「特定の種類の車両の通行区分」、「
けん

牽引自動車の高速自動車国道通行区分」、「専用通行帯」、「普通自転車専

用通行帯」、「路線バス等優先通行帯」、「
けん

牽引自動車の自動車専用道路第一通行帯通行指定区間」、「進行方向別通行区分」、「一般原動機

付自転車の右折方法（二段階）」、「一般原動機付自転車の右折方法（小回り）」、「環状の交差点における右回り通行」、「平行駐車」、「直

角駐車」、「斜め駐車」、「警笛鳴らせ」、「警笛区間」、「前方優先道路」、「一時停止」、「歩行者等通行止め」及び「歩行者等横断禁止」

を表示するもの並びに道路法の道路以外の道路に設置する「重量制限」及び「高さ制限」を表示するもの

二　指示標識のうち、「並進可」、「軌道敷内通行可」、「高齢運転者等標章自動車駐車可」、「駐車可」、「高齢運転者等標章自動車停車可」、

「停車可」、「優先道路」、「中央線」、「停止線」、「横断歩道」、「自転車横断帯」、「横断歩道・自転車横断帯」及び「安全地帯」を表示す

るもの

３　道路標識のうち、前二項各号に掲げるもの以外のものは、道路管理者又は公安委員会が設置するものとする。

第二章　区画線

（種類及び設置場所）

第五条　区画線の種類及び設置場所は、別表第三のとおりとする。

（様式）

第六条　区画線の様式は、別表第四のとおりとする。

（道路標示とみなす区画線）

第七条　次の表の上欄に掲げる種類の区画線は、道路交通法（昭和三十五年法律第百五号。以下「交通法」という。）の規定の適用につい

ては、それぞれ同表の下欄に掲げる種類の道路標示とみなす。

区画線 道路標示

「車道中央線」を表示するもの 「中央線」を表示するもの

「車道外側線」を表示するもの（歩道の設けられていない道路又は道路の歩道の設けられていない側の路端寄

りに設けられ、かつ、実線で表示されるものに限る。）

「路側帯」を表示するもの

第三章　道路標示

（分類）

第八条　道路標示の分類は、規制標示及び指示標示とする。

（種類等）

第九条　道路標示の種類、設置場所等は、別表第五のとおりとする。

（様式）

第十条　道路標示の様式は、別表第六のとおりとする。

附　則　抄

１　この命令は、道路交通法の施行の日（昭和三十五年十二月二十日）から施行する。

２　道路標識令（昭和二十五年総理府令・建設省令第一号。以下「旧令」という。）は、廃止する。

３　この命令施行の際、現に設置されている旧令の道路標識のうち、次の各号に掲げるものは、それぞれ当該各号に掲げるこの命令の道路

標識とみなす。

一　旧令の案内標識　この命令の案内標識

二　旧令の警戒標識のうち、「学校あり」及び「危険」を表示するもの以外のもの　この命令の警戒標識
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三　旧令の禁止標識のうち、「諸車通行止め」、「自動車通行止め」、「荷車通行止め」、「歩行者通行止め」、「右（又は左）折及び直進禁止」

を表示するもののうちの「左折及び直進禁止」、「通抜禁止」及び「停車禁止」を表示するもの以外のもの　この命令の規制標識

四　旧令の指導標識のうち、「速度制限」、「速度制限解除」、「重量制限」、「高さ制限」、「静かに」、「車馬通行区分」、「軌道敷内通行終

り」、「一時停止」、「屈折方向（一方向）」及び「屈折方向（二方向）」を表示するもの以外のもの　この命令の規制標識

五　旧令の指導標識のうち、「屈折方向（一方向）」及び「屈折方向（二方向）」を表示するもの　この命令の指示標識

六　旧令の指示標識のうち、「停止線」及び「まわり道」を表示するもの以外のもの　この命令の指示標識

４　この命令施行の際、現に設置されている旧令の道路標識のうち、次の各号に掲げるものは、当分の間、それぞれ当該各号に掲げるこの

命令の道路標識とみなす。

一　旧令の警戒標識のうち、「学校あり」を表示するもの　この命令の警戒標識のうち、「学校、幼稚園、保育所等あり」を表示するもの

二　旧令の禁止標識のうち、「荷車通行止め」及び「歩行者通行止め」を表示するもの　この命令の規制標識のうち、「荷車通行止め」及

び「歩行者通行止め」を表示するもの

三　旧令の指導標識のうち、「速度制限」、「重量制限」、「高さ制限」及び「一時停止」を表示するもの　この命令の規制標識のうち、「最

高速度」、「重量制限」、「高さ制限」及び「一時停止」を表示するもの

四　旧令の指示標識のうち、「まわり道」を表示するもの　この命令の指示標識のうち、「まわり道」を表示するもの

６　令和三年九月三十日までの間は、規制標識の種類、設置場所等は、別表第一に規定するもののほか、次の表のとおりとし、同表に規定

する規制標識は、公安委員会が設置するものとする。

種類 番号 表示する意味 設置場所

大会関係

車両等専

用通行帯

（１―

Ａ）

交通法第二十条第二項の道路標識により、車両通行帯の設けられた道路に

おいて、令和三年に開催される東京オリンピック競技大会又は東京パラリ

ンピック競技大会に関し人又は貨物を輸送する事業の用に供する自動車と

して公安委員会が指定するものであつて、前方又は後方から見やすいよう

に、当該自動車の前面及び後面にその旨を示す標章（公安委員会又は令和

三年東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会特別措置法

（平成二十七年法律第三十三号）第八条第一項に規定する組織委員会が交付

したものに限る。）を付けたもの（以下「大会関係車両」という。）その他

公安委員会が指定する自動車が通行しなければならない車両通行帯（以下

この項において「大会関係車両等専用通行帯」という。）を指定し、かつ、

他の車両（小型特殊自動車、原動機付自転車及び軽車両を除く。）が通行し

なければならない車両通行帯として大会関係車両等専用通行帯以外の車両

通行帯を指定すること。

大会関係車両等専用通行帯の前面及び

大会関係車両等専用通行帯内の必要な

地点

（１―

Ｂ）

右に同じ。 大会関係車両等専用通行帯の前面及び

大会関係車両等専用通行帯内の必要な

地点における左側の路端（歩道、自転

車道又は自転車歩行者道を有する道路

にあつては、歩道、自転車道又は自転

車歩行者道の車道側）

大会関係

車両等優

先通行帯

（２―

Ａ）

交通法第二十条の二第一項の道路標識により、路線バス等の優先通行帯（公

安委員会が道路交通法施行令（昭和三十五年政令第二百七十号）第十条の

規定により大会関係車両を指定した場合に限る。以下この項において同じ

。）であることを表示すること。

路線バス等の優先通行帯の前面及び路

線バス等の優先通行帯内の必要な地点

（２―

Ｂ）

右に同じ。 路線バス等の優先通行帯の前面及び路

線バス等の優先通行帯内の必要な地点

における左側の路端（歩道、自転車道

又は自転車歩行者道を有する道路にあ

つては、歩道、自転車道又は自転車歩

行者道の車道側）

備考

一　別表第一備考二の規定は、この表の設置場所の欄について準用する。

二　大会関係車両等専用通行帯の項に規定する標章の様式は、国家公安委員会が定める。

７　令和三年九月三十日までの間は、規制標識の様式は、別表第二に規定するもののほか、次の表のとおりとし、同表に規定する規制標識

の柱の規格については、別表第二規制標識の部分本標識板及び柱の規格の項の規定を準用する。

大会関係車両等専用通行帯（１―Ａ） 大会関係車両等専用通行帯（１―Ｂ）

大会関係車両等優先通行帯（２―Ａ） 大会関係車両等優先通行帯（２―Ｂ）
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備考　別表第二備考一の（一）の１の規定は「大会関係車両等専用通行帯（（１―Ｂ））」及び「大会関係車両等優先通行帯（（２―Ｂ））」を

表示する規制標識に係る図示の記号について、同表備考一の（二）の１及び９、同表備考一の（三）の３の（３）、同表備考一の（五）の

１及び８の（３）、同表備考三、同表備考四の（一）の１、２、４及び７並びに同表備考四の（二）の規定は図示の様式について、それぞ

れ準用する。

８　令和三年九月三十日までの間は、規制標示の種類、設置場所等は、別表第五に規定するもののほか、次の表のとおりとする。

種類 番号 表示する意味 設置場所

大会関係

車両等専

用通行帯

（１）

交通法第二十条第二項の道路標示により、車両通行帯の設けられた道路において、大会関

係車両その他公安委員会が指定する自動車が通行しなければならない車両通行帯（以下こ

の項において「大会関係車両等専用通行帯」という。）を指定し、かつ、他の車両（小型

特殊自動車、原動機付自転車及び軽車両を除く。）が通行しなければならない車両通行帯

として大会関係車両等専用通行帯以外の車両通行帯を指定すること。

大会関係車両等専用通行

帯の前面及び大会関係車

両等専用通行帯内の必要

な地点

大会関係

車両等優

先通行帯

（２）

交通法第二十条の二第一項の道路標示により、路線バス等の優先通行帯（公安委員会が道

路交通法施行令第十条の規定により大会関係車両を指定した場合に限る。以下この項にお

いて同じ。）であることを表示すること。

路線バス等の優先通行帯

の前面及び路線バス等の

優先通行帯内の必要な

地点

９　令和三年九月三十日までの間は、規制標示の様式は、別表第六に規定するもののほか、次の表のとおりとする。

大会関係車両等専用通行帯（１） 大会関係車両等優先通行帯（２）

文字 色彩 文字 色彩

白 白

備考　別表第六備考一の（一）及び（二）、同表備考二並びに同表備考五の規定は、図示の様式について準用する。

附　則　（昭和三七年一月三〇日総理府・建設省令第一号）

この命令は、公布の日から施行する。

附　則　（昭和三八年三月二九日総理府・建設省令第一号）

１　この命令は、昭和三十八年五月一日から施行する。

２　この命令の施行の際、現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「旧令」という。）の規定により設置されてい

る道路標識のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間は、それぞれ同表の下欄に掲げる改正後の道路標識、区画線及び道路

標示に関する命令（以下「新令」という。）の相当規定による種類の道路標識とみなす。

旧令の道路標識の種類 新令の道路標識の種類

「通行止め」を表示するもの（（３０１）） 「通行止め（（３０１））」
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「車両通行止め」を表示するもの（（３０２）） 「車両通行止め（（３０２））」

「二輪の自動車以外の自動車通行止め」を表示するもの（（３０３）） 「二輪の自動車以外の自動車通行止め（（３０４））」

「自動車・原動機付自転車通行止め」を表示するもの（（３０５）） 「車両（組合せ）通行止め（（３１０））」

「自転車通行止め」を表示するもの（（３０７）） 「自転車通行止め（（３０９））」

「歩行者通行止め」を表示するもの（（３０８）） 「歩行者通行止め（（３３１））」

「右（又は左）折禁止」を表示するもの（（３０９―Ａ）） 「指定方向外進行禁止（（３１１―Ａ））」

「右折及び直進禁止」を表示するもの（（３０９―Ｂ）） 「指定方向外進行禁止（（３１１―Ｂ））」

「屈折禁止」を表示するもの（（３０９―Ｃ）） 「指定方向外進行禁止（（３１１―Ｃ））」

「歩行者横断禁止」を表示するもの（（３１０）） 「歩行者横断禁止（（３３２））」

「車両横断禁止」を表示するもの（（３１１）） 「車両右横断禁止（（３１２））」

「転回禁止」を表示するもの（（３１２）） 「転回禁止（（３１３））」

「追越し禁止」を表示するもの（（３１４）） 「追越し禁止（（３１４））」

「駐車禁止」を表示するもの（（３１５）） 「駐車禁止（（３１６））」

「駐停車禁止」を表示するもの（（３１６）） 「駐停車禁止（（３１５））」

「危険物積載車両通行止め」を表示するもの（（３１７）） 「危険積載車両通行止め（（３１９））」

「最大幅」を表示するもの（（３１７の２）） 「最大幅（（３２２））」

「重量制限」を表示するもの（（３１８）） 「重量制限（（３２０））」

「高さ制限」を表示するもの（（３１９）） 「高さ制限（（３２１））」

「最高速度」を表示するもの（（３２０）） 「最高速度（（３２３））」

「最低速度」を表示するもの（（３２１）） 「最低速度（（３２４））」

「自動車専用」を表示するもの（（３２２）） 「自動車専用（（３２５））」

「一方通行」を表示するもの（（３２３）） 「一方通行（（３２６））」

「車両通行区分」を表示するもの（（３２５）） 「車両通行区分（（３２７））」

「軌道敷内通行可」を表示するもの（（３２６）） 「軌道敷内通行可（（４０１））」

「警笛鳴らせ」を表示するもの（（３３４）） 「警笛鳴らせ（（３２８））」

「一時停止」を表示するもの（（３３６）） 「一時停止（（３３０））」

「徐行」を表示するもの（（３２８）） 「徐行（（３２９））」

「停車可」を表示するもの（（３２９）） 「停車可（（４０４））」

「駐車可」を表示するもの（（３３０）） 「駐車可（（４０３））」

「駐車場」を表示するもの（（４０１）） 「駐車場（（４０２））」

「工事中」を表示するもの（（４０２）） 「工事中（（４０７））」

「横断歩道」を表示するもの（（４０３）） 「横断歩道（（４０５―Ａ・Ｂ））」

「安全地帯」を表示するもの（（４０４）） 「安全地帯（（４０６））」

附　則　（昭和三八年七月一三日総理府・建設省令第二号）

１　この命令は、昭和三十八年七月十四日から施行する。

２　この命令の施行の際現に設置されている道路標識のうち、この命令による改正前の道路標識、区画線又は道路標示に関する命令（以下

「旧令」という。）の規定による次の各号に掲げるものは、当分の間、それぞれ当該各号に掲げるこの命令による改正後の道路標識、区画

線又は道路標示に関する命令（以下「新令」という。）の規定による道路標識とみなす。

一　旧令の警戒標識のうち、「学校、幼稚園、保育所等あり」を表示するもの　新令の警戒標識のうち、「学校、幼稚園、保育所等あり」

を表示するもの

二　旧令の指示標識のうち、「駐車場」及び「まわり道」を表示するもの　新令の案内標識のうち、「駐車場」及び「まわり道」を表示す

るもの

三　旧令の指示標識のうち、「工事中」を表示するもの　新令の警戒標識のうち、「工事中」を表示するもの

附　則　（昭和三九年八月二九日総理府・建設省令第一号）

この命令は、昭和三十九年九月一日から施行する。

附　則　（昭和四〇年八月二七日総理府・建設省令第一号）

１　この命令は、昭和四十年九月一日から施行する。

２　この命令の施行の際現に設置されている道路標示のうち、この命令による改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令の規定

による「横断歩道」を表示する指示標示は、当分の間は、この命令の規定による「横断歩道」を表示する指示標示とみなす。

附　則　（昭和四二年一一月九日総理府・建設省令第二号）

１　この命令は、公布の日から施行する。

２　この命令の施行の際、現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「旧令」という。）の規定により設置されてい

る道路標識のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それぞれ同表の下欄に掲げる改正後の道路標識、区画線及び道路標

示に関する命令（以下「新令」という。）の相当規定による種類の道路標識とみなす。

旧令の道路標識の種類 新令の道路標識の種類

「入口の方向」を表示するもの（（１０３）） 「入口の方向（（１０３―Ａ））」

「入口の予告」を表示するもの（（１０４）） 「入口の予告（（１０４））」

「方面及び車線」を表示するもの（（１０７―Ａ）） 「方面及び車線（（１０７―Ａ））」

「方面及び車線」を表示するもの（（１０７―Ｂ）） 「方面及び車線（（１０７―Ｂ））」

「方面及び車線」を表示するもの（（１０７―Ｃ）） 「方面及び車線（（１０７―Ｃ））」

「方面及び方向」を表示するもの（（１０８―Ｃ）） 「方面及び方向（（１０８―Ｃ））」

「方面、車線及び出口の予告」を表示するもの（（１１１―Ｂ）） 「方面、車線及び出口の予告（（１１１―Ｂ））」

「方面及び出口」を表示するもの（（１１２―Ｃ）） 「方面及び出口（（１１２―Ｃ））」

「出口」を表示するもの（（１１３）） 「出口（（１１３―Ａ））」
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３　この命令の施行の際、現に旧令の規定により設置されている道路標識のうち、「非常電話あり」及び「待避所あり」を表示する案内標

識は、新令の規定による「非常電話」及び「待避所」を表示する案内標識とみなす。

附　則　（昭和四四年一一月一八日総理府・建設省令第二号）

この命令は、公布の日から施行する。

附　則　（昭和四五年八月一二日総理府・建設省令第一号）

この命令は、道路交通法の一部を改正する法律（昭和四十五年法律第八十六号）の施行の日（昭和四十五年八月二十日）から施行す

る。

附　則　（昭和四六年一一月三〇日総理府・建設省令第一号）　抄

１　この命令は、昭和四十六年十二月一日から施行する。

２　この命令の施行の際現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「旧令」という。）の規定により設置されている

道路標識のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それぞれ同表の下欄に掲げる改正後の道路標識、区画線及び道路標示

に関する命令（以下「新令」という。）の相当規定による種類の道路標識とみなす。

旧令の道路標識の種類 新令の道路標識の種類

「市町村」を表示するもの（（１０１）） 「市町村（（１０１））」

「都府県」を表示するもの（（１０２）） 「都府県（（１０２））」

「方面、方向及び距離」を表示するもの（（１０５―Ａ）） 「方面、方向及び距離（（１０５―Ａ））」

「方面、方向及び距離」を表示するもの（（１０５―Ｂ）） 「方面、方向及び距離（（１０５―Ｂ））」

「方面、方向及び距離」を表示するもの（（１０５―Ｃ）） 「方面、方向及び距離（（１０５―Ｃ））」

「方面及び距離」を表示するもの（（１０６―Ａ）） 「方面及び距離（（１０６―Ａ））」

「方面及び方向」を表示するもの（（１０８―Ａ）） 「方面及び方向（（１０８の２―Ａ））」

「方面及び方向」を表示するもの（（１０８―Ｂ）） 「方面及び方向（（１０８の２―Ｃ））」

「方面及び方向」を表示するもの（（１０８―Ｃ）） 「方面及び方向（（１０８の２―Ｄ））」

「方面及び方向」を表示するもの（（１０８―Ｄ）） 「方面及び方向（（１０８の２―Ｅ））」

「著名地点」を表示するもの（（１１４―Ａ）） 「著名地点（（１１４―Ａ））」

「主要地点」を表示するもの（（１１４の２―Ａ）） 「主要地点（（１１４の２―Ａ））」

「主要地点」を表示するもの（（１１４の２―Ｂ）） 「主要地点（（１１４の２―Ｂ））」

「サービス・エリア」を表示するもの（（１１６）） 「サービス・エリア（（１１６―Ａ・Ｂ））」

「工事中」を表示するもの（（２１３）） 「道路工事中（（２１３））」

「作業中」を表示するもの（（２１４）） 「道路工事中（（２１３））」

「注意」を表示するもの（（２１５）） 「その他の危険（（２１５））」

「車両通行区分」を表示するもの（（３２７）） 「車両通行区分（（３２７））」

３　この命令の施行の際現に旧令の規定により設置されている道路標示のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それぞれ

同表の下欄に掲げる新令の相当規定による種類の道路標示とみなす。

旧令の道路標示の種類 新令の道路標示の種類

「転回禁止」を表示するもの（（１０１）） 「転回禁止（（１０１））」

「最高速度」を表示するもの（（１０５）） 「最高速度（（１０５））」

「高速車の最高速度」を表示するもの（（１０６）） 「高速車の最高速度（（１０６））」

「中速車の最高速度」を表示するもの（（１０７）） 「中速車の最高速度（（１０７））」

「低速車の最高速度」を表示するもの（（１０８）） 「低速車の最高速度（（１０８））」

「車両通行区分」を表示するもの（（１０９の２）） 「車両通行区分（（１０９の３））」

「進行方向別通行区分」を表示するもの（（１１０）） 「進行方向別通行区分（（１１０））」

「右左折の方法」を表示するもの（（１１１）） 「右左折の方法（（１１１））」

「直角駐車」を表示するもの（（１１３）） 「直角駐車（（１１３））」

「斜め駐車」を表示するもの（（１１４）） 「斜め駐車（（１１４））」

「終り」を表示するもの（（１１５）） 「終り（（１１５））」

「右側通行」を表示するもの（（２０２）） 「右側通行（（２０２））」

「進行方向」を表示するもの（（２０４）） 「進行方向（（２０４））」

「安全地帯又は路上障害物に接近」を表示するもの（（２０８）） 「安全地帯又は路上障害物に接近（（２０８））」

「路面電車停留場」を表示するもの（（２０９）） 「路面電車停留場（（２０９））」

５　「歩行者専用」を表示する規制標識で道路交通法第八条第一項及び第九条の道路標識による交通の規制に係るものの様式については、

新令別表第二の規定による「歩行者専用」を表示する規制標識の様式にかかわらず、当分の間、「車両通行止め」を表示する規制標識に

「歩行者用道路」を表示する補助標識を附置したものを用いることができる。

附　則　（昭和五〇年一二月二五日総理府・建設省令第一号）

この命令は、昭和五十一年一月一日から施行する。

附　則　（昭和五三年八月二六日総理府・建設省令第一号）

この命令は、昭和五十三年十二月一日から施行する。

附　則　（昭和六〇年一〇月二八日総理府・建設省令第一号）

１　この命令は、公布の日から施行する。ただし、第四条第二項第一号の改正規定（「「進行方向別通行区分」」の下に「、「原動機付自転車

の右折方法（二段階）」、「原動機付自転車の右折方法（小回り）」」を加える部分に限る。）、別表第一規制標識の部分進行方向別通行区分

の項の次に原動機付自転車の右折方法（二段階）の項及び原動機付自転車の右折方法（小回り）の項を加える改正規定、別表第二規制標

識の部分の改正規定（進行方向別通行区分（３２７の４―Ｄ）に係る部分に限る。）、同表の備考一の（三）の３の（１）本文の改正規定

（「「最低速度」」の下に「、「原動機付自転車の右折方法（小回り）」」を加える部分に限る。）及び同表の備考一の（三）の３の（３）の改

正規定は、昭和六十一年一月一日から施行する。

２　この命令の施行の際現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「旧令」という。）の規定により設置されている

「最高速度」を表示する規制標識については、当分の間、「車両の種類」を表示する補助標識を附置したものにあつては改正後の道路標
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識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「新令」という。）の規定による「特定の種類の車両の最高速度」を表示する規制標識と、

その他のものにあつては新令の規定による「最高速度」を表示する規制標識とみなす。

３　この命令の施行の際現に旧令の規定により設置されている道路標示のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それぞれ

同表の下欄に掲げる新令の相当規定による種類の道路標示とみなす。

旧令の道路標示の種類 新令の道路標示の種類

「追越しのための右側部分はみ出し通行禁止」を表示するもの（（１０２）） 「追越しのための右側部分はみ出し通行禁止（（１０２））」

「最高速度」を表示するもの（（１０５）） 「最高速度（（１０５））」

「高速車の最高速度」を表示するもの（（１０６）） 「高速車の最高速度（（１０６））」

「中速車の最高速度」を表示するもの（（１０７）） 「中速車の最高速度（（１０７））」

附　則　（昭和六一年一〇月二五日総理府・建設省令第一号）

１　この命令は、公布の日から施行する。

２　この命令の施行の際現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「旧令」という。）の規定により設置されている

道路標識のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それぞれ同表の下欄に掲げる改正後の道路標識、区画線及び道路標示

に関する命令（以下「新令」という。）の相当規定による種類の道路標識とみなす。

旧令の道路標識の種類 新令の道路標識の種類

「市町村」を表示するもの（（１０１）） 「市町村（（１０１））」

「都府県」を表示するもの（（１０２―Ａ）） 「都府県（（１０２―Ａ））」

「都府県」を表示するもの（（１０２―Ｂ）） 「都府県（（１０２―Ｂ））」

「方面、方向及び距離」を表示するもの（（１０５―Ａ）） 「方面、方向及び距離（（１０５―Ａ））」

「方面、方向及び距離」を表示するもの（（１０５―Ｂ）） 「方面、方向及び距離（（１０５―Ｂ））」

「方面、方向及び距離」を表示するもの（（１０５―Ｃ）） 「方面、方向及び距離（（１０５―Ｃ））」

「方面及び距離」を表示するもの（（１０６―Ａ）） 「方面及び距離（（１０６―Ａ））」

「方面及び距離」を表示するもの（（１０６―Ｂ）） 「方面及び距離（（１０６―Ｂ））」

「方面及び車線」を表示するもの（（１０７―Ｂ）） 「方面及び車線（（１０７―Ａ））」

「方面及び方向の予告」を表示するもの（（１０８―Ａ）） 「方面及び方向の予告（（１０８―Ａ））」

「方面及び方向の予告」を表示するもの（（１０８―Ｂ）） 「方面及び方向の予告（（１０８―Ｂ））」

「方面及び方向」を表示するもの（（１０８の２―Ａ）） 「方面及び方向（（１０８の２―Ａ））」

「方面及び方向」を表示するもの（（１０８の２―Ｂ）） 「方面及び方向（（１０８の２―Ｂ））」

「方面、方向及び経由路線」を表示するもの（（１０８の３）） 「方面及び方向（（１０８の２―Ａ））」

「方面及び出口の予告」を表示するもの（（１１０―Ａ）） 「方面及び出口の予告（（１１０―Ａ））」

「方面及び出口の予告」を表示するもの（（１１０―Ｂ）） 「方面及び出口の予告（（１１０―Ｂ））」

「方面、車線及び出口の予告」を表示するもの（（１１１―Ａ）） 「方面、車線及び出口の予告（（１１１―Ａ））」

「方面、車線及び出口の予告」を表示するもの（（１１１―Ｂ）） 「方面、車線及び出口の予告（（１１１―Ｂ））」

「方面及び出口」を表示するもの（（１１２―Ａ）） 「方面及び出口（（１１２―Ａ））」

「方面及び出口」を表示するもの（（１１２―Ｂ）） 「方面及び出口（（１１２―Ａ））」

「方面及び出口」を表示するもの（（１１２―Ｃ）） 「方面及び出口（（１１２―Ｂ））」

「出口」を表示するもの（（１１３―Ａ）） 「出口（（１１３―Ａ））」

「出口」を表示するもの（（１１３―Ｂ）） 「出口（（１１３―Ｂ））」

「著名地点」を表示するもの（（１１４―Ａ）） 「著名地点（（１１４―Ａ））」

「著名地点」を表示するもの（（１１４―Ｂ）） 「著名地点（（１１４―Ｃ））」

「主要地点」を表示するもの（（１１４の２―Ａ）） 「主要地点（（１１４の２―Ａ））」

「料金徴収所」を表示するもの（（１１５）） 「料金徴収所（（１１５））」

「サービス・エリア」を表示するもの（（１１６―Ａ）） 「サービス・エリア（（１１６―Ａ））」

「サービス・エリア」を表示するもの（（１１６―Ｂ）） 「サービス・エリア（（１１６―Ｂ））」

「待避所」を表示するもの（（１１６の３）） 「待避所（（１１６の３））」

「街路の名称」を表示するもの（（１１９―Ａ）） 「道路の通称名（（１１９―Ａ））」

「街路の名称」を表示するもの（（１１９―Ｂ）） 「道路の通称名（（１１９―Ｂ））」

「まわり道」を表示するもの（（１２０―Ｂ）） 「まわり道（（１２０―Ｂ））」

附　則　（昭和六一年一一月一五日総理府・建設省令第二号）

１　この命令は、昭和六十二年四月一日から施行する。

２　この命令の施行の際現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「旧令」という。）の規定により設置されている

「進行方向別通行区分」を表示する規制標識は、当分の間、改正後の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「新令」という

。）の規定による「進行方向別通行区分」を表示する規制標識とみなす。

３　この命令の施行の際現に旧令の規定により設置されている道路標示のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それぞれ

同表の下欄に掲げる新令の相当規定による種類の道路標示とみなす。

旧令の道路標示の種類 新令の道路標示の種類

「進行方向別通行区分」を表示するもの（（１１０）） 「進行方向別通行区分（（１１０））」

「右左折の方法」を表示するもの（（１１１）） 「右左折の方法（（１１１））」

「平行駐車」を表示するもの（（１１２）） 「平行駐車（（１１２））」

「直角駐車」を表示するもの（（１１３）） 「直角駐車（（１１３））」

「斜め駐車」を表示するもの（（１１４）） 「斜め駐車（（１１４））」

附　則　（平成元年二月二三日総理府・建設省令第一号）

この命令は、平成二年一月一日から施行する。

附　則　（平成二年一一月二九日総理府・建設省令第一号）

この命令は、貨物自動車運送事業法の施行の日（平成二年十二月一日）から施行する。
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附　則　（平成四年六月八日総理府・建設省令第一号）

１　この命令は、平成四年十一月一日から施行する。

２　この命令の施行の際現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「旧令」という。）の規定により設置されている

「車両の種類」を表示する補助標識の車両の種類の略称のうち、次の表の上欄に掲げるものは、当分の間、それぞれ同表の下欄に掲げる

改正後の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「新令」という。）の規定による車両の種類の略称が意味する「車両の種類」

を表示するものとみなす。

旧令の車両の種類の略称 新令の車両の種類の略称

マイクロバス マイクロ

普通乗用 普乗

大型貨物 大貨

大型貨物等 大貨等

普通貨物 普貨

３　この命令の施行の際現に旧令の規定により設置されている道路標示のうち、「横断歩道」を表示する指示標示は、当分の間、新令の規

定による「横断歩道」を表示する指示標示とみなす。

附　則　（平成四年七月三一日総理府・建設省令第二号）

この命令は、平成四年十一月一日から施行する。

附　則　（平成七年九月二二日総理府・建設省令第一号）

この命令は、道路交通法施行令の一部を改正する政令（平成七年政令第二百六十六号）の施行の日（平成七年十月一日）から施行す

る。

附　則　（平成七年一〇月一九日総理府・建設省令第二号）

１　この命令は、平成七年十一月一日から施行する。

２　この命令の施行の際現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「旧令」という。）の規定により高速自動車国道

以外の高速道路等（都市高速道路等を除く。）に設置されている案内標識のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それ

ぞれ同表の下欄に掲げる改正後の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「新令」という。）の相当規定による種類の案内標

識とみなす。

旧令の案内標識の種類 新令の案内標識の種類

「方面及び出口の予告」を表示するもの（（１１０―Ｂ）） 「方面及び出口の予告（（１１０―Ａ））」

「方面、車線及び出口の予告」を表示するもの（（１１１―Ｂ）） 「方面、車線及び出口の予告（（１１１―Ａ））」

「方面及び出口」を表示するもの（（１１２―Ｂ）） 「方面及び出口（（１１２―Ａ））」

３　この命令の施行の際現に旧令の規定により高速自動車国道以外の高速道路等に設置されている案内標識で「駐車場」を表示するもの

（（１１７―Ａ））ついては、当分の間、新令の相当規定による「駐車場（（１１７―Ｂ））」とみなす。

附　則　（平成七年一一月二一日総理府・建設省令第三号）

この命令は、平成八年四月一日から施行する。

附　則　（平成八年八月六日総理府・建設省令第一号）

この命令は、道路交通法の一部を改正する法律（平成七年法律第七十四号）の施行の日（平成八年九月一日）から施行する。

附　則　（平成九年八月一九日総理府・建設省令第一号）

この命令は、平成九年十月三十日から施行する。

附　則　（平成一〇年三月二四日総理府・建設省令第一号）

この命令は、平成十年四月一日から施行する。ただし、別表第二の備考一の（六）の表の改正規定は、平成十年十月一日から施行す

る。

附　則　（平成一二年一一月一五日総理府・建設省令第四号）

この命令は、平成十二年十一月十五日から施行する。

附　則　（平成一二年一二月二六日総理府・建設省令第一〇号）

この命令は、内閣法の一部を改正する法律（平成十一年法律第八十八号）の施行の日（平成十三年一月六日）から施行する。

附　則　（平成一六年三月二二日内閣府・国土交通省令第二号）

この命令は、公布の日から施行する。

附　則　（平成一六年一二月八日内閣府・国土交通省令第五号）

この命令は、平成十七年四月一日から施行する。

附　則　（平成一七年九月一二日内閣府・国土交通省令第五号）

この命令は、日本道路公団等民営化関係法施行法（平成十六年法律第百二号）の施行の日（平成十七年十月一日）から施行する。

附　則　（平成一八年二月二〇日内閣府・国土交通省令第一号）

この命令は、道路交通法の一部を改正する法律（平成十六年法律第九十号）附則第一条第五号に掲げる規定の施行の日から施行する。

附　則　（平成二〇年六月三〇日内閣府・国土交通省令第二号）

１　この命令は、平成二十年八月一日から施行する。

２　この命令の施行の際現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「旧令」という。）の規定により設置されている

道路標識のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それぞれ同表の下欄に掲げる改正後の道路標識、区画線及び道路標示

に関する命令（以下「新令」という。）の相当規定による種類の道路標識とみなす。

旧令の道路標識の種類 新令の道路標識の種類

「方面、方向及び距離」を表示するもの（（１０５―Ａ）） 「方面、方向及び距離（（１０５―Ａ））」

「方面、方向及び距離」を表示するもの（（１０５―Ｂ）） 「方面、方向及び距離（（１０５―Ｂ））」

「方面、方向及び距離」を表示するもの（（１０５―Ｃ）） 「方面、方向及び距離（（１０５―Ｃ））」

「方面及び距離」を表示するもの（（１０６―Ａ）） 「方面及び距離（（１０６―Ａ））」

「著名地点」を表示するもの（（１１４―Ａ）） 「著名地点（（１１４―Ａ））」

「自転車及び歩行者専用」を表示するもの（（３２５の３）） 「自転車及び歩行者専用（（３２５の３））」

「専用通行帯」を表示するもの（（３２７の４）） 「専用通行帯（（３２７の４））」
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「前方優先道路・一時停止」を表示するもの（（３３０の２）） 「一時停止（（３３０））」

３　この命令の施行の際現に旧令の規定により設置されている道路標示のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それぞれ

同表の下欄に掲げる新令の相当規定による種類の道路標示とみなす。

旧令の道路標示の種類 新令の道路標示の種類

「専用通行帯」を表示するもの（（１０９の６）） 「専用通行帯（（１０９の６））」

「平行駐車」を表示するもの（（１１２）） 「平行駐車（（１１２））」

「直角駐車」を表示するもの（（１１３）） 「直角駐車（（１１３））」

「斜め駐車」を表示するもの（（１１４）） 「斜め駐車（（１１４））」

「普通自転車の歩道通行部分」を表示するもの（（１１４の２）） 「普通自転車の歩道通行部分（（１１４の３））」

「斜め横断可」を表示するもの（（２０１の２）） 「斜め横断可（（２０１の２））」

附　則　（平成二一年一二月一八日内閣府・国土交通省令第三号）

この命令は、道路交通法の一部を改正する法律（平成二十一年法律第二十一号）の施行の日（平成二十二年四月十九日）から施行す

る。ただし、別表第一規制標識の部分歩行者通行止めの項及び同表指示標識の部分規制予告の項の改正規定は、公布の日から施行する。

附　則　（平成二二年一二月一七日内閣府・国土交通省令第三号）

この命令は、公布の日から施行する。

附　則　（平成二三年九月一二日内閣府・国土交通省令第二号）

この命令は、公布の日から施行する。

附　則　（平成二四年二月二七日内閣府・国土交通省令第一号）

この命令は、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律附則第一条第二号に掲げる

規定の施行の日（平成二十四年四月一日）から施行する。

附　則　（平成二六年三月二五日内閣府・国土交通省令第二号）

１　この命令は、平成二十六年四月一日から施行する。

２　この命令の施行の際現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令の規定により設置されている案内標識は、当分の間、改

正後の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令の相当規定による種類の案内標識とみなす。

附　則　（平成二六年五月二六日内閣府・国土交通省令第四号）

この命令は、道路交通法の一部を改正する法律（平成二十五年法律第四十三号）附則第一条第二号に掲げる規定の施行の日（平成二十

六年九月一日）から施行する。

附　則　（平成二八年七月一五日内閣府・国土交通省令第二号）

この命令は、道路交通法の一部を改正する法律（平成二十七年法律第四十号）の施行の日（平成二十九年三月十二日）から施行する。

附　則　（平成二九年二月七日内閣府・国土交通省令第一号）

この命令は、平成二十九年二月十四日から施行する。

附　則　（平成二九年四月二一日内閣府・国土交通省令第三号）

この命令は、平成二十九年七月一日から施行する。

附　則　（平成三〇年一二月一四日内閣府・国土交通省令第五号）

この命令は、公布の日から施行する。

附　則　（令和二年三月二七日内閣府・国土交通省令第一号）

この命令は、令和二年七月一日から施行する。ただし、別表第二の改正規定は、公布の日から施行する。

附　則　（令和二年一一月一三日内閣府・国土交通省令第四号）

この命令は、道路交通法の一部を改正する法律（令和二年法律第四十二号）附則第一条第二号に掲げる規定の施行の日（令和二年十二

月一日）から施行する。

附　則　（令和二年一一月二〇日内閣府・国土交通省令第五号）

この命令は、道路法等の一部を改正する法律（令和二年法律第三十一号）の施行の日（令和二年十一月二十五日）から施行する。

附　則　（令和三年六月二日内閣府・国土交通省令第二号）

この命令は、令和三年七月一日から施行する。

附　則　（令和三年九月二四日内閣府・国土交通省令第四号）

この命令は、踏切道改良促進法等の一部を改正する法律（令和三年法律第九号）附則第一条第二号に掲げる規定の施行の日（令和三年

九月二十五日）から施行する。

附　則　（令和四年一二月二三日内閣府・国土交通省令第七号）

１　この命令は、道路交通法の一部を改正する法律（令和四年法律第三十二号）の施行の日（令和五年四月一日）から施行する。

２　この命令の施行の際現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「旧令」という。）の規定により設置されている

道路標識のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それぞれ同表の下欄に掲げる改正後の道路標識、区画線及び道路標示

に関する命令（以下「新令」という。）の相当規定による種類の道路標識とみなす。

旧令の道路標識の種類 新令の道路標識の種類

「通行止め」を表示するもの（（３０１）） 「通行止め（（３０１））」

「自転車専用」を表示するもの（（３２５の２）） 「自転車専用（（３２５の２））」

「歩行者通行止め」を表示するもの（（３３１）） 「歩行者等通行止め（（３３１））」

「歩行者横断禁止」を表示するもの（（３３２）） 「歩行者等横断禁止（（３３２））」

３　この命令の施行の際現に旧令の規定により設置されている道路標示のうち、「斜め横断可」を表示する指示標示（（２０１の２））は、

当分の間、新令の規定による「斜め横断可（（２０１の２））」を表示する指示標示とみなす。

附　則　（令和五年三月一七日内閣府・国土交通省令第一号）　抄

（施行期日）

１　この命令は、道路交通法の一部を改正する法律（令和四年法律第三十二号）附則第一条第三号に掲げる規定の施行の日（令和五年七月

一日）から施行する。

（道路標識に関する経過措置）
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２　この命令の施行の際現に改正前の道路標識、区画線及び道路標示に関する命令（以下「旧令」という。）の規定により設置されている

道路標識のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それぞれ同表の下欄に掲げる改正後の道路標識、区画線及び道路標示

に関する命令（以下「新令」という。）の相当規定による種類の道路標識とみなす。

旧令の道路標識の種類 新令の道路標識の種類

「二輪の自動車・原動機付自転車通行止め」を表示するもの（（３０

７））

「二輪の自動車・一般原動機付自転車通行止め（（３０７））」

「自転車通行止め」を表示するもの（（３０９）） 「特定小型原動機付自転車・自転車通行止め（（３０９））」

「自転車専用」を表示するもの（（３２５の２）） 「特定小型原動機付自転車・自転車専用（（３２５の２））」

「自転車及び歩行者等専用」を表示するもの（（３２５の３）） 「普通自転車等及び歩行者等専用（（３２５の３））」

「自転車一方通行」を表示するもの（（３２６の２―Ａ・Ｂ）） 「特定小型原動機付自転車・自転車一方通行（（３２６の２―Ａ・

Ｂ））」

「専用通行帯」を表示するもの（（３２７の４）） 「専用通行帯（（３２７の４））」

「普通自転車専用通行帯」を表示するもの（（３２７の４の２）） 「普通自転車専用通行帯（（３２７の４の２））」

「進行方向別通行区分」を表示するもの（（３２７の７―Ａ～Ｄ）） 「進行方向別通行区分（（３２７の７―Ａ～Ｄ））」

「原動機付自転車の右折方法（二段階）」を表示するもの（（３２７の

８））

「一般原動機付自転車の右折方法（二段階）（（３２７の８））」

「原動機付自転車の右折方法（小回り）」を表示するもの（（３２７の

９））

「一般原動機付自転車の右折方法（小回り）（（３２７の９））」

（道路標示に関する経過措置）

３　この命令の施行の際現に旧令の規定により設置されている道路標示のうち、次の表の上欄に掲げる種類のものは、当分の間、それぞれ

同表の下欄に掲げる新令の相当規定による種類の道路標示とみなす。

旧令の道路標示の種類 新令の道路標示の種類

「歩行者用路側帯」を表示するもの（（１０８の３）） 「歩行者用路側帯（（１０８の３））」

「専用通行帯」を表示するもの（（１０９の６）） 「専用通行帯（（１０９の６））」

「進行方向別通行区分」を表示するもの（（１１０）） 「進行方向別通行区分（（１１０））」

「右左折の方法」を表示するもの（（１１１）） 「右左折の方法（（１１１））」

「普通自転車歩道通行可」を表示するもの（（１１４の２）） 「特例特定小型原動機付自転車・普通自転車歩道通行可（（１１４の

２））」

「普通自転車の歩道通行部分」を表示するもの（（１１４の３）） 「特例特定小型原動機付自転車・普通自転車の歩道通行部分（（１１４

の３））」

附　則　（令和六年六月二六日内閣府・国土交通省令第三号）

この命令は、令和七年四月一日から施行する。

別表第一（第二条関係）

案内標識

種類 番号 設置場所

市町村 （１０１） 市町村境界の道路（高速自動車国道法（昭和三十二年法律第七十九号）第四条第一項に規定する高

速自動車国道及び道路法第四十八条の四に規定する自動車専用道路で当該自動車専用道路と同法第

四十八条の三に規定する道路等との交差の方式が立体交差であるもの（以下「高速道路等」という

。）を除く。）の左側の路端（歩道、自転車道又は自転車歩行者道を有する道路にあつては、歩道、

自転車道又は自転車歩行者道の車道側。以下同じ。）、車道の上方又は中央分離帯

都府県 （１０２―Ａ） 都府県境界の道路（高速道路等を除く。）の左側の路端、車道の上方又は中央分離帯

（１０２―Ｂ） 都府県境界の高速道路等の左側の路端又は中央分離帯

入口の方向 （１０３―Ａ・

Ｂ）

高速道路等の入口の方向を示す必要がある地点における左側の路端又は交差点における進行方向の

正面の路端

入口の予告 （１０４） 高速道路等の入口を予告する必要がある地点における左側の路端

方面、方向及び

距離

（１０５―Ａ～

Ｃ）

高速道路等以外の道路の交差点の手前三十メートル以内の地点における左側の路端、車道の上方、

中央分離帯若しくは交通島又は交差点における進行方向の正面の路端

方面及び距離 （１０６―Ａ） 高速道路等以外の道路において設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方、中央分離

帯又は交通島

（１０６―Ｂ） 高速道路等において設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方又は中央分離帯

（１０６―Ｃ） 高速道路等の入口付近において設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方又は中央分

離帯

方面及び車線 （１０７―Ａ・

Ｂ）

高速道路等の入口、出口又は分岐点の付近において標示板に表示される方面への車線を特に示す必

要がある地点における当該車線の上方

方面及び方向の

予告

（１０８―Ａ・

Ｂ）

高速道路等以外の道路の交差点の手前三百メートル以内の地点における左側の路端、車道の上方又

は中央分離帯

方面及び方向 （１０８の２―

Ａ・Ｂ）

高速道路等以外の道路の交差点の手前百五十メートル以内の地点における左側の路端、車道の上方、

中央分離帯若しくは交通島又は交差点における進行方向の正面の路端

（１０８の２―

Ｃ～Ｅ）

高速道路等の入口、出口又は分岐点の手前三百メートル以内の地点における路端、車道の上方又は

中央分離帯

方面、方向及び

道路の通称名の

予告

（１０８の３） 高速道路等以外の道路の交差点の手前三百メートル以内の地点における左側の路端、車道の上方又

は中央分離帯

9



方面、方向及び

道路の通称名

（１０８の４） 高速道路等以外の道路の交差点の手前百五十メートル以内の地点における左側の路端、車道の上方、

中央分離帯若しくは交通島又は交差点における進行方向の正面の路端

出口の予告 （１０９） 高速道路等の出口の手前一・五キロメートルから二・五キロメートルまでの地点における左側の路

端、車道の上方又は中央分離帯

方面及び出口の

予告

（１１０―Ａ） 高速道路等（独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構法（平成十六年法律第百号）第十二条

第一項第四号に規定する首都高速道路又は阪神高速道路、道路整備特別措置法（昭和三十一年法律

第七号）第十二条第一項に規定する指定都市高速道路その他これらに準ずる都市内の自動車専用道

路（以下「都市高速道路等」という。）を除く。）の出口の手前五百メートルから一・五キロメート

ルまでの地点における左側の路端、車道の上方又は中央分離帯

（１１０―Ｂ） 都市高速道路等の出口の手前百メートルから六百メートルまでの地点における左側の路端、車道の

上方又は中央分離帯

方面、車線及び

出口の予告

（１１１―Ａ） 高速道路等（都市高速道路等を除く。）の出口又は分岐点の手前二百メートルから一キロメートルま

での地点で標示板に表示される方面への車線を特に示す必要がある地点における当該車線の上方

（１１１―Ｂ） 都市高速道路等の出口又は分岐点の手前百メートルから五百メートルまでの地点で標示板に表示さ

れる方面への車線を特に示す必要がある地点における当該車線の上方

方面及び出口 （１１２―Ａ） 高速道路等（都市高速道路等を除く。）の出口の手前三百メートル以内の地点における左側の路端又

は中央分離帯

（１１２―Ｂ） 都市高速道路等の出口の手前三百メートル以内の地点における車道の上方

出口 （１１３―Ａ・

Ｂ）

高速道路等の出口附近の地点における左側の路端

著名地点 （１１４―Ａ） 高速道路等以外の道路において設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方又は中央分

離帯

（１１４―Ｂ） 高速道路等以外の道路において設置を必要とする地点における路端

（１１４―Ｃ） 高速道路等において設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方又は中央分離帯

主要地点 （１１４の２―

Ａ・Ｂ）

高速道路等以外の道路において設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方、中央分離

帯又は交差点における進行方向の正面の路端

料金徴収所 （１１５） 料金徴収所を示す必要がある地点の左側の路端又は中央分離帯

サービス・エリ

ア、道の駅及び

距離

（１１６） 高速道路等において設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方又は中央分離帯

サービス・エリ

ア、道の駅の予

告

（１１６の２―

Ａ）

高速道路等（都市高速道路等を除く。）に接して設置されている高速道路等の通行者又は利用者の利

便に供するための休憩所、給油所、駐車場その他の施設（以下「利便施設」という。）への出入道路

の入口の手前二キロメートル以内の地点における左側の路端、車道の上方又は中央分離帯

（１１６の２―

Ｂ）

都市高速道路等に接して設置されている利便施設への出入道路の入口の手前八百メートル以内の地

点における左側の路端、車道の上方又は中央分離帯

（１１６の２―

Ｃ）

高速道路等の出口の手前一・五キロメートル以内において、高速道路等以外の道路に接して設置さ

れている利便施設を予告する必要がある地点における左側の路端、車道の上方又は中央分離帯

サービス・エリ

ア

（１１６の３―

Ａ）

高速道路等（都市高速道路等を除く。）に接して設置されている利便施設への出入道路の入口におけ

る左側の路端、車道の上方、中央分離帯又は交通島

（１１６の３―

Ｂ）

都市高速道路等に接して設置されている利便施設への出入道路の入口における左側の路端、車道の

上方、中央分離帯又は交通島

非常電話 （１１６の４） 非常電話が設置されている場所を示す必要がある地点における左側の路端

待避所 （１１６の５） 待避所を示す必要がある地点の路端

非常駐車帯 （１１６の６） 非常駐車帯を示す必要のある地点における左側の路端又は中央分離帯

駐車場 （１１７―Ａ） 高速道路等以外の道路に設置されている駐車場を示す必要がある場所

（１１７―Ｂ） 高速道路等に設置されている駐車場を示す必要がある地点における左側の路端又は中央分離帯

サービス・エリ

ア又は駐車場か

ら本線への入口

（１１７の２） 高速道路等に接して設置されている利便施設への出入道路又は高速道路等に設置されている駐車場

において設置を必要とする地点における路端

登坂車線 （１１７の３―

Ａ）

高速道路等以外の道路において登坂車線を示す必要のある地点における左側の路端、車道の上方又

は中央分離帯

（１１７の３―

Ｂ）

高速道路等において登坂車線を示す必要のある地点における左側の路端、車道の上方又は中央分離帯

国道番号 （１１８―Ａ） 設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方、中央分離帯又は交通島

（１１８―Ｂ・

Ｃ）

設置を必要とする地点における左側の路端又は交差点における進行方向の正面の路端

都道府県道番号 （１１８の２―

Ａ）

設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方、中央分離帯又は交通島

（１１８の２―

Ｂ・Ｃ）

設置を必要とする地点における左側の路端又は交差点における進行方向の正面の路端

高速道路番号 （１１８の３） 設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方又は中央分離帯

総重量限度緩和

指定道路

（１１８の４―

Ａ）

車両制限令（昭和三十六年政令第二百六十五号）第三条第一項第二号イに規定する道路管理者が指

定した道路において設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方、中央分離帯又は交通島
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（１１８の４―

Ｂ）

車両制限令第三条第一項第二号イに規定する道路管理者が指定した道路において設置を必要とする

地点における左側の路端、車道の上方又は交差点における進行方向の正面の路端

高さ限度緩和指

定道路

（１１８の５―

Ａ）

高速道路等以外の道路のうち車両制限令第三条第一項第三号に規定する道路管理者が指定した道路

において設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方、中央分離帯又は交通島

（１１８の５―

Ｂ）

高速道路等以外の道路のうち車両制限令第三条第一項第三号に規定する道路管理者が指定した道路

において設置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方又は交差点における進行方向の正

面の路端

（１１８の５―

Ｃ・Ｄ）

高速道路等のうち車両制限令第三条第一項第三号に規定する道路管理者が指定した道路において設

置を必要とする地点における左側の路端、車道の上方、中央分離帯又は交通島

道路の通称名 （１１９―Ａ・

Ｂ）

高速道路等以外の道路において設置を必要とする地点における左側の路端又は交差点における進行

方向の正面の路端

（１１９―Ｃ） 高速道路等以外の道路において設置を必要とする地点における左側の路端又は中央分離帯

（１１９―Ｄ） 都市高速道路等において設置を必要とする地点における路端、車道の上方、中央分離帯又は交通島

まわり道 （１２０―Ａ・

Ｂ）

まわり道を示す必要がある交差点の手前の左側の路端

エレベーター （１２１―Ａ～

Ｃ）

エレベーターが設置されている場所を示す必要がある地点

エスカレーター （１２２―Ａ～

Ｃ）

エスカレーターが設置されている場所を示す必要がある地点

傾斜路 （１２３―Ａ～

Ｃ）

傾斜路が設置されている場所を示す必要がある地点

乗合自動車停留

所

（１２４―Ａ～

Ｃ）

乗合自動車停留所が設置されている場所を示す必要がある地点

路面電車停留場 （１２５―Ａ～

Ｃ）

路面電車停留場が設置されている場所を示す必要がある地点

便所 （１２６―Ａ～

Ｃ）

便所が設置されている場所を示す必要がある地点

警戒標識

種類 番号 設置場所

┼形道路交差点あ

り

（ ２ ０ １―

Ａ）

交差点の手前三十メートルから百二十メートルまでの地点における左側の路端

├形（又は┤形）

道路交差点あり

（ ２ ０ １―

Ｂ）

右に同じ。

Ｔ形道路交差点あ

り

（ ２ ０ １―

Ｃ）

右に同じ。

Ｙ形道路交差点あ

り

（ ２ ０ １―

Ｄ）

右に同じ。

ロータリーあり （ ２ ０ １ の

２）

ロータリーの手前三十メートルから百二十メートルまでの地点における左側の路端

右（又は左）方屈

曲あり

（２０２） 屈曲始点の手前三十メートルから二百メートルまでの地点における左側の路端

右（又は左）方屈

折あり

（２０３） 屈折始点の手前三十メートルから二百メートルまでの地点における左側の路端

右（又は左）背向

屈曲あり

（２０４） 最初の屈曲始点の手前三十メートルから二百メートルまでの地点における左側の路端

右（又は左）背向

屈折あり

（２０５） 最初の屈折始点の手前三十メートルから二百メートルまでの地点における左側の路端

右（又は左）つづ

ら折りあり

（２０６） 最初の屈曲又は屈折始点の手前三十メートルから二百メートルまでの地点における左側の路端

踏切あり （ ２ ０ ７―

Ａ・Ｂ）

鉄道又は軌道（併用軌道を除く。）との交差地点の手前五十メートルから百二十メートルまでの地点

における左側の路端

学校、幼稚園、保

育所等あり

（２０８） 学校、幼稚園、保育所等があるため道路交通上注意の必要があると認められる地点の手前五十メー

トルから二百メートルまでの地点における左側の路端又は児童若しくは幼児が小学校、幼稚園、保

育所等に通うため通行する道路の区間で小学校、幼稚園、保育所等の敷地の出入口から一キロメー

トル以内の地点における左側の路端

信号機あり （ ２ ０ ８ の

２）

信号機があるため道路交通上注意の必要があると認められる地点の手前五十メートルから二百メー

トルまでの地点における左側の路端

すべりやすい （２０９） 路面がすべりやすいため車両の運転上注意の必要があると認められる箇所の手前三十メートルから

二百メートルまでの地点における左側の路端

落石のおそれあり （ ２ ０ ９ の

２）

落石のおそれがあるため道路交通上注意の必要があると認められる地点の手前三十メートルから二

百メートルまでの地点における左側の路端

路面凹凸あり （ ２ ０ ９ の

３）

路面に凹凸があるため車両の運転上注意の必要があると認められる箇所の手前三十メートルから二

百メートルまでの地点における左側の路端

合流交通あり （２１０） 合流地点の手前五十メートルから二百メートルまでの地点における左側の路端
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車線数減少 （２１１） 車線数の減少始点の手前五十メートルから二百メートルまでの地点における左側の路端

幅員減少 （２１２） 幅員の減少始点の手前五十メートルから二百メートルまでの地点における左側の路端

二方向交通 （ ２ １ ２ の

２）

二方向交通となる地点の手前五十メートルから二百メートルまでの地点における左側の路端

上り急
こう

勾配あり （ ２ １ ２ の

３）

こう

勾配の急な上り坂の始点の手前三十メートルから二百メートルまでの地点における左側の路端

下り急
こう

勾配あり （ ２ １ ２ の

４）

こう

勾配の急な下り坂の始点の手前三十メートルから二百メートルまでの地点における左側の路端

道路工事中 （２１３） 道路における工事中又は作業中である区間の両面及びその手前五十メートルから一キロメートルま

での地点における左側の路端

横風注意 （２１４） 強い横風のおそれがあるため道路交通上注意の必要があると認められる地点の手前五十メートルか

ら二百メートルまでの地点における左側の路端

動物が飛び出すお

それあり

（ ２ １ ４ の

２）

動物が飛び出すおそれがあるため道路交通上注意の必要があると認められる地点の手前三十メート

ルから二百メートルまでの地点における左側の路端

その他の危険 （２１５） 車両又は路面電車の運転上注意の必要があると認められる箇所の手前三十メートルから二百メート

ルまでの地点における左側の路端

規制標識

種類 番号 表示する意味 設置場所

通行止め （ ３ ０

１）

道路法第四十六条第一項の規定に基づき、又は交通法第八条第一

項の道路標識により、歩行者及び遠隔操作型小型車（遠隔操作に

より道路を通行しているものに限る。以下同じ。）（以下「歩行者

等」という。）、車両並びに路面電車の通行を禁止すること。

歩行者等、車両及び路面電車の通行を禁止す

る区域、道路の区間若しくは場所の前面又は

区域、道路の区間若しくは場所内の必要な地

点における道路の中央又は左側の路端

車両通行止

め

（ ３ ０

２）

道路法第四十六条第一項の規定に基づき、又は交通法第八条第一

項の道路標識により、車両の通行を禁止すること。

車両の通行を禁止する区域、道路の区間若し

くは場所の前面又は区域、道路の区間若しく

は場所内の必要な地点における道路の中央又

は左側の路端

車両進入禁

止

（ ３ ０

３）

道路法第四十六条第一項の規定に基づき、又は交通法第八条第一

項の道路標識により、道路における車両の通行につき一定の方向

にする通行が禁止される道路において、車両がその禁止される方

向に向かつて進入することを禁止すること。

車両の進入を禁止する地点における左側の

路端

二輪の自動

車以外の自

動車通行止

め

（ ３ ０

４）

道路法第四十六条第一項の規定に基づき、又は交通法第八条第一

項の道路標識により、二輪の自動車（道路交通法施行規則（昭和

三十五年総理府令第六十号）第二条の表備考の規定により二輪の

自動車とみなされ、かつ、同表の大型自動二輪車又は普通自動二

輪車に区分される三輪の自動車を含む。以下同じ。）以外の自動車

の通行を禁止すること。

二輪の自動車以外の自動車の通行を禁止する

区域、道路の区間若しくは場所の前面又は区

域、道路の区間若しくは場所内の必要な地点

における道路の中央又は左側の路端

大型貨物自

動車等通行

止め

（ ３ ０

５）

交通法第八条第一項の道路標識により、専ら人を運搬する構造の

大型自動車（以下「大型乗用自動車」という。）以外の大型自動

車、車両総重量が八千キログラム以上、最大積載量が五千キログ

ラム以上又は乗車定員が十一人以上の中型自動車（以下「特定中

型自動車」という。）で専ら人を運搬する構造のもの（以下「特定

中型乗用自動車」という。）以外のもの及び大型特殊自動車（以下

この項において「大型貨物自動車等」という。）の通行を禁止する

こと。

大型貨物自動車等の通行を禁止する区域、道

路の区間若しくは場所の前面又は区域、道路

の区間若しくは場所内の必要な地点における

道路の中央又は左側の路端

特定の最大

積載量以上

の貨物自動

車等通行止

め

（ ３ ０

５ の

２）

交通法第八条第一項の道路標識により、特定の最大積載量以上の

専ら人を運搬する構造の普通自動車（以下「普通乗用自動車」と

いう。）以外の普通自動車、専ら人を運搬する構造の準中型自動車

（以下「準中型乗用自動車」という。）以外の準中型自動車及び専

ら人を運搬する構造の中型自動車（以下「中型乗用自動車」とい

う。）以外の中型自動車（特定中型自動車を除く。）、特定中型乗用

自動車以外の特定中型自動車、大型乗用自動車以外の大型自動車

並びに大型特殊自動車（以下この項において「特定の最大積載量

以上の貨物自動車等」という。）の通行を禁止すること。

特定の最大積載量以上の貨物自動車等の通行

を禁止する区域、道路の区間若しくは場所の

前面又は区域、道路の区間若しくは場所内の

必要な地点における道路の中央又は左側の

路端

大型乗用自

動車等通行

止め

（ ３ ０

６）

交通法第八条第一項の道路標識により、大型乗用自動車及び特定

中型乗用自動車の通行を禁止すること。

大型乗用自動車及び特定中型乗用自動車の通

行を禁止する区域、道路の区間若しくは場所

の前面又は区域、道路の区間若しくは場所内

の必要な地点における道路の中央又は左側の

路端

二輪の自動

車・一般原

動機付自転

車通行止め

（ ３ ０

７）

交通法第八条第一項の道路標識により、二輪の自動車及び一般原

動機付自転車（交通法第十八条第一項に規定する一般原動機付自

転車をいう。以下同じ。）の通行を禁止すること。

二輪の自動車及び一般原動機付自転車の通行

を禁止する区域、道路の区間若しくは場所の

前面又は区域、道路の区間若しくは場所内の

必要な地点における左側の路端

自転車以外

の軽車両通

行止め

（ ３ ０

８）

交通法第八条第一項の道路標識により、自転車以外の軽車両の通

行を禁止すること。

自転車以外の軽車両の通行を禁止する道路の

区間若しくは場所の前面又は道路の区間若し

くは場所内の必要な地点における左側の路端
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特定小型原

動機付自転

車・自転車

通行止め

（ ３ ０

９）

交通法第八条第一項の道路標識により、特定小型原動機付自転車

（交通法第十七条第三項に規定する特定小型原動機付自転車をい

う。以下同じ。）及び自転車の通行を禁止すること。

特定小型原動機付自転車及び自転車の通行を

禁止する道路の区間若しくは場所の前面又は

道路の区間若しくは場所内の必要な地点にお

ける左側の路端

車両（組合

せ）通行止

め

（ ３ １

０）

道路法第四十六条第一項の規定に基づき、又は交通法第八条第一

項の道路標識により、標示板の記号によつて表示される車両の通

行を禁止すること。

標示板の記号によつて表示される車両の通行

を禁止する区域、道路の区間若しくは場所の

前面又は区域、道路の区間若しくは場所内の

必要な地点における道路の中央又は左側の

路端

大型自動二

輪車及び普

通自動二輪

車二人乗り

通行禁止

（ ３ １

０ の

２）

交通法第八条第一項の道路標識により、大型自動二輪車（道路交

通法施行規則第二条の表備考の規定により二輪の自動車とみなさ

れ、かつ、同表の大型自動二輪車に区分される三輪の自動車を含

み、側車付きのものを除く。以下この項において同じ。）及び普通

自動二輪車（道路交通法施行規則第二条の表備考の規定により二

輪の自動車とみなされ、かつ、同表の普通自動二輪車に区分され

る三輪の自動車を含み、側車付きのものを除く。以下この項にお

いて同じ。）の通行につき、運転者以外の者を乗車させて行うこと

を禁止すること。

大型自動二輪車及び普通自動二輪車の通行に

つき、運転者以外の者を乗車させて行うこと

を禁止する区域、道路の区間若しくは場所の

前面又は区域、道路の区間若しくは場所内の

必要な地点における左側の路端

タイヤチェ

ーンを取り

付けていな

い車両通行

止め

（ ３ １

０ の

３）

道路法第四十六条第一項の規定に基づき、又は交通法第八条第一

項の道路標識により、タイヤチェーンを取り付けていない車両の

通行を禁止すること。

タイヤチェーンを取り付けていない車両の通

行を禁止する区域、道路の区間若しくは場所

の前面又は区域、道路の区間若しくは場所内

の必要な地点における道路の中央又は左側の

路端

指定方向外

進行禁止

（ ３ １

１―Ａ

～Ｆ）

道路法第四十六条第一項の規定に基づき、又は交通法第八条第一

項の道路標識により、標示板の矢印の示す方向以外の方向への車

両の進行を禁止すること。

車両の進行を禁止する交差点の手前における

左側の路端若しくは中央分離帯若しくは当該

交差点に係る信号機（車両に対面するものに

限る。）の設置場所又は車両の進行を禁止す

る場所の前面

車両横断禁

止

（ ３ １

２）

交通法第二十五条の二第二項の道路標識により、車両の横断（道

路外の施設又は場所に出入するための左折を伴う横断を除く。以

下この項において同じ。）を禁止すること。

車両の横断を禁止する道路の区間又は場所の

前面及び道路の区間又は場所内の必要な地点

における左側の路端又は中央分離帯

転回禁止 （ ３ １

３）

交通法第二十五条の二第二項の道路標識により、車両の転回を禁

止すること。

車両の転回を禁止する道路の区間又は場所の

前面及び道路の区間又は場所内の必要な地点

における左側の路端又は中央分離帯

追越しのた

めの右側部

分はみ出し

通行禁止

（ ３ １

４）

交通法第十七条第五項第四号の道路標識により、車両が追越しの

ため右側部分にはみ出して通行することを禁止すること。

車両が追越しのため右側部分にはみ出して通

行することを禁止する道路の区間の前面及び

道路の区間内の必要な地点における左側の

路端

追越し禁止 （ ３ １

４ の

２）

交通法第三十条の道路標識により、車両の追越しを禁止すること。 車両の追越しを禁止する道路の区間の前面及

び道路の区間内の必要な地点における左側の

路端

駐停車禁止 （ ３ １

５）

交通法第四十四条第一項の道路標識により、車両の駐車及び停車

を禁止すること。

車両の駐車及び停車を禁止する区域又は道路

の区間の前面及び区域又は道路の区間内の必

要な地点における左側の路端

駐車禁止 （ ３ １

６）

交通法第四十五条第一項の道路標識により、車両の駐車を禁止す

ること。

車両の駐車を禁止する区域又は道路の区間の

前面及び区域又は道路の区間内の必要な地点

における左側の路端

駐車余地 （ ３ １

７）

交通法第四十五条第二項の道路標識により、車両が駐車する場合

に当該車両の右側の道路上にとらなければならない距離（以下こ

の項において「駐車余地」という。）を指定すること。

駐車余地を指定する区域又は道路の区間の前

面及び区域又は道路の区間内の必要な地点に

おける左側の路端

時間制限駐

車区間

（ ３ １

８）

交通法第四十九条第一項の道路標識により、時間を限つて同一の

車両が引き続き駐車することができる道路の区間であることを指

定し、かつ、交通法第四十九条の三第二項の道路標識により、車

両が引き続き駐車することができる時間を表示すること。

時間を限つて同一の車両が引き続き駐車する

ことができる道路の区間であることを指定す

る道路の区間の前面及び道路の区間内の必要

な地点における路端

危険物積載

車両通行止

め

（ ３ １

９）

道路法第四十六条第三項の規定に基づき、道路法施行令（昭和二

十七年政令第四百七十九号）第十九条の十三第一項各号に掲げる

危険物で道路法施行規則（昭和二十七年建設省令第二十五号）第

四条の十の規定により公示されたものを積載する車両の通行を禁

止すること。

危険物を積載する車両の通行を禁止する道路

の区間の前面における左側の路端

重量制限 （ ３ ２

０）

道路法第四十六条第一項若しくは第四十七条第三項若しくは車両

制限令第七条第一項若しくは第二項の規定に基づき、又は交通法

第八条第一項の道路標識により、標示板に表示される重量を超え

る総重量の車両の通行を禁止すること。

標示板に表示される重量を超える総重量の車

両の通行を禁止する道路の区間又は場所の前

面における左側の路端
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高さ制限 （ ３ ２

１）

道路法第四十六条第一項若しくは第四十七条第三項の規定に基づ

き、又は交通法第八条第一項の道路標識により、標示板に表示さ

れる高さをこえる高さ（積載した貨物の高さを含む。）の車両の通

行を禁止すること。

標示板に表示される高さをこえる高さ（積載

した貨物の高さを含む。）の車両の通行を禁

止する道路の区間の前面における左側の路端

最大幅 （ ３ ２

２）

車両制限令第五条又は第六条の規定により定まる車両の幅（積載

した貨物の幅を含む。以下この項において「最大幅」という。）を

こえる幅の車両の通行が禁止されていることを示すこと。

最大幅をこえる幅の車両の通行が禁止されて

いることを特に明示する必要があると認めら

れる道路の区間の前面及び道路の区間内の必

要な地点における左側の路端

最高速度 （ ３ ２

３）

交通法第二十二条の道路標識により、車両（原動機付自転車、自

動車（緊急自動車を除く。以下この項において同じ。）が他の車

両を
けん

牽引している場合（
けん

牽引するための構造及び装置を有する自

動車（道路交通法施行令（昭和三十五年政令第二百七十号。以下

「交通法施行令」という。）第十二条第一項に規定する普通自動二

輪車を除く。）によつて
けん

牽引されるための構造及び装置を有する車

両を
けん

牽引する場合を除く。）における当該自動車（以下「他の車

両を
けん

牽引している自動車」という。）及び緊急自動車を除く。）及

び路面電車の最高速度を指定し、原動機付自転車及び他の車両を
けん

牽引している自動車の最高速度につき交通法施行令に規定する最

高速度以下の速度とする場合における当該最高速度を指定し、並

びに緊急自動車の最高速度につき交通法施行令に規定する最高速

度以上の速度とする場合における当該最高速度を指定すること。

車両（原動機付自転車、他の車両を
けん

牽引して

いる自動車及び緊急自動車を除く。）及び路

面電車の最高速度を指定し、原動機付自転車

及び他の車両を
けん

牽引している自動車の最高速

度につき交通法施行令に規定する最高速度以

下の速度とする場合における当該最高速度を

指定し、並びに緊急自動車の最高速度につき

交通法施行令に規定する最高速度以上の速度

とする場合における当該最高速度を指定する

区域又は道路の区間の前面及び区域又は道路

の区間内の必要な地点における左側の路端

特定の種類

の車両の最

高速度

（ ３ ２

３ の

２）

交通法第二十二条の道路標識により、車両の種類を特定して最高

速度を指定すること。

車両の種類を特定して最高速度を指定する区

域又は道路の区間の前面及び区域又は道路の

区間内の必要な地点における左側の路端

最低速度 （ ３ ２

４）

交通法第二十三条又は第七十五条の四の道路標識により、自動車

の最低速度を指定すること。

自動車の最低速度を指定する道路の区間の前

面及び道路の区間内の必要な地点における左

側の路端

自動車専用 （ ３ ２

５）

高速自動車国道又は自動車専用道路であること。 高速自動車国道又は自動車専用道路の入口そ

の他必要な場所における路端

特定小型原
動機付自転
車・自転車
専用

（ ３ ２

５ の

２）

自転車道であること。 自転車道の前面又は自転車道内の必要な地点

道路法第四十八条の十四第二項に規定する自転車専用道路である

こと。

自転車専用道路の入口その他必要な場所の

路端

交通法第八条第一項の道路標識により、特定小型原動機付自転車

及び自転車（これらの車両で交通法第十七条第三項の規定により

自転車道を通行してはならないものを除く。以下この項及び次項

において同じ。）以外の車両及び歩行者等の通行を禁止すること。

特定小型原動機付自転車及び自転車以外の車

両及び歩行者等の通行を禁止する道路の区間

若しくは場所の前面又は道路の区間若しくは

場所内の必要な地点

普通自転車

等及び歩行

者等専用

（ ３ ２

５ の

３）

道路法第四十八条の十四第二項に規定する自転車歩行者専用道路

であること。

自転車歩行者専用道路の入口その他必要な場

所の路端

交通法第八条第一項の道路標識により、特定小型原動機付自転車

及び自転車以外の車両の通行を禁止すること。

特定小型原動機付自転車及び自転車以外の車

両の通行を禁止する道路の区間若しくは場所

の前面又は道路の区間若しくは場所内の必要

な地点

交通法第十七条の二第一項及び第六十三条の四第一項第一号の道

路標識により、特例特定小型原動機付自転車（交通法第十七条の

二第一項に規定する特例特定小型原動機付自転車をいう。以下同

じ。）及び普通自転車（交通法第六十三条の三に規定する普通自転

車をいう。以下同じ。）が歩道を通行することができることとする

こと。

特例特定小型原動機付自転車及び普通自転車

が歩道を通行することができることとする道

路の区間の前面又は道路の区間内の必要な

地点

歩行者等専

用

（ ３ ２

５ の

４）

道路法第四十八条の十四第二項に規定する歩行者専用道路である

こと。

歩行者専用道路の入口その他必要な場所の

路端

交通法第八条第一項及び第九条の道路標識により、歩行者の通行

の安全と円滑を図るため車両の通行を禁止すること。

歩行者の通行の安全と円滑を図るため車両の

通行を禁止する区域、道路の区間又は場所の

前面及び区域、道路の区間又は場所内の必要

な地点

許可車両専

用

（ ３ ２

５の５

―Ａ）

特定車両停留施設（道路法第二条第二項第八号に規定する特定車

両停留施設をいう。以下同じ。）であつて、同法第四十八条の三十

二第一項又は第三項の規定による許可に係る車両（道路法施行規

則第一条第一号又は第二号に掲げる車両に限る。）を停留させるこ

とができるものであること。

特定車両停留施設の入口及び特定車両停留施

設内の必要な地点

（ ３ ２

５の５

―Ｂ）

特定車両停留施設であつて、同法第四十八条の三十二第一項又は

第三項の規定による許可に係る車両（道路法施行規則第一条第三

号に掲げる車両に限る。）を停留させることができるものであるこ

と。

特定車両停留施設の入口及び特定車両停留施

設内の必要な地点
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（ ３ ２

５の５

―Ｃ）

特定車両停留施設であつて、同法第四十八条の三十二第一項又は

第三項の規定による許可に係る車両（道路法施行規則第一条第四

号に掲げる車両に限る。）を停留させることができるものであるこ

と。

特定車両停留施設の入口及び特定車両停留施

設内の必要な地点

許 可 車 両

（組合せ）

専用

（ ３ ２

５ の

６）

特定車両停留施設であつて、同法第四十八条の三十二第一項又は

第三項の規定による許可に係る車両（標示板の記号によつて表示

される車両に限る。）を停留させることができるものであること。

特定車両停留施設の入口及び特定車両停留施

設内の必要な地点

広域災害応

急対策車両

専用

（ ３ ２

５ の

７）

緊急通行車両（災害対策基本法（昭和三十六年法律第二百二十三

号）第七十六条第一項に規定する緊急通行車両をいう。）その他の

車両であつて、広域災害応急対策（道路法第四十八条の二十九の

二第一項に規定する広域災害応急対策をいう。以下この項におい

て同じ。）の実施に関し道路管理者が必要と認めるもの（以下この

項において「広域災害応急対策車両」という。）以外のもの及び広

域災害応急対策車両に係る広域災害応急対策に従事する者その他

の者であつて、広域災害応急対策の実施に関し道路管理者が必要

と認める者以外の者の利用を禁止すること。

防災拠点自動車駐車場（道路法第四十八条の

二十九の二第一項に規定する防災拠点自動車

駐車場をいう。以下この項において同じ。）

の入口及び防災拠点自動車駐車場内の必要な

地点

一方通行 （ ３ ２

６ ―

Ａ ・

Ｂ）

道路法第四十六条第一項の規定に基づき、又は交通法第八条第一

項の道路標識により、標示板の矢印が示す方向の反対方向にする

車両の通行を禁止すること。

一定の方向にする車両の通行を禁止する道路

の区間の入口及び道路の区間内の必要な地点

における路端

特定小型原

動機付自転

車・自転車

一方通行

（ ３ ２

６の２

―Ａ ・

Ｂ）

道路法第四十六条第一項の規定に基づき、標示板の矢印が示す方

向の反対方向にする特定小型原動機付自転車及び自転車の通行を

禁止すること。

一定の方向にする特定小型原動機付自転車及

び自転車の通行を禁止する歩道、自転車道又

は自転車歩行者道の区間の入口及び歩道、自

転車道又は自転車歩行者道の区間内の必要な

地点における路端

交通法第八条第一項の道路標識により、標示板の矢印が示す方向

の反対方向にする特定小型原動機付自転車及び自転車の通行を禁

止すること。

一定の方向にする特定小型原動機付自転車及

び自転車の通行を禁止する歩道又は自転車道

の区間の入口及び歩道又は自転車道の区間内

の必要な地点における路端

車両通行区

分

（ ３ ２

７）

交通法第二十条第二項の道路標識により、車両通行帯の設けられ

た道路において、同条第一項に規定する通行の区分と異なる通行

の区分を指定すること。

車両の通行の区分を指定する道路の区間の前

面及び道路の区間内の必要な地点

特定の種類

の車両の通

行区分

（ ３ ２

７ の

２）

交通法第二十条第二項の道路標識により、車両通行帯の設けられ

た道路において、車両の種類を特定して同条第一項に規定する通

行の区分と異なる通行の区分を指定すること。

車両の種類を特定して通行の区分を指定する

道路の区間の前面及び道路の区間内の必要な

地点
けん

牽引自動車

の高速自動

車国道通行

区分

（ ３ ２

７ の

３）

交通法第七十五条の八の二第三項の道路標識により、車両通行帯

の設けられた高速自動車国道の本線車道において、同条第一項の
けん

牽引自動車で重被
けん

牽引車を
けん

牽引しているもの（以下「重被
けん

牽引車

を
けん

牽引している
けん

牽引自動車」という。）の通行の区分を指定するこ

と。

重被
けん

牽引車を
けん

牽引している
けん

牽引自動車の通行

の区分を指定する高速自動車国道の区間の前

面及び高速自動車国道の区間内の必要な地点

専用通行帯 （ ３ ２

７ の

４）

交通法第二十条第二項の道路標識により、車両通行帯の設けられ

た道路において、特定の車両が通行しなければならない車両通行

帯（以下この項において「専用通行帯」という。）を指定し、か

つ、他の車両（当該特定の車両が普通自転車である場合にあつて

は特定小型原動機付自転車及び軽車両を除き、当該特定の車両が

普通自転車以外の車両である場合にあつては小型特殊自動車、原

動機付自転車及び軽車両を除く。）が通行しなければならない車両

通行帯として専用通行帯以外の車両通行帯を指定すること。

専用通行帯の前面及び専用通行帯内の必要な

地点

普通自転車

専用通行帯

（ ３ ２

７の４

の２）

交通法第二十条第二項の道路標識により、車両通行帯の設けられ

た道路において、普通自転車が通行しなければならない車両通行

帯（以下この項において「普通自転車専用通行帯」という。）を指

定し、かつ、特定小型原動機付自転車及び軽車両以外の車両が通

行しなければならない車両通行帯として普通自転車専用通行帯以

外の車両通行帯を指定すること。

普通自転車専用通行帯の前面及び普通自転車

専用通行帯内の必要な地点における左側の

路端

路線バス等

優先通行帯

（ ３ ２

７ の

５）

交通法第二十条の二第一項の道路標識により、路線バス等の優先

通行帯であることを表示すること。

路線バス等の優先通行帯の前面及び路線バス

等の優先通行帯内の必要な地点

けん

牽引自動車

の自動車専

用道路第一

通行帯通行

指定区間

（ ３ ２

７ の

６）

交通法第七十五条の八の二第二項の道路標識により、車両通行帯

の設けられた自動車専用道路の本線車道において、重被
けん

牽引車を
けん

牽引している
けん

牽引自動車が当該本線車道の左側端から数えて一番

目の車両通行帯（以下「第一通行帯」という。）を通行しなければ

ならない自動車専用道路の区間を指定すること。

重被
けん

牽引車を
けん

牽引している
けん

牽引自動車が第一

通行帯を通行しなければならない区間として

指定する自動車専用道路の区間に係る第一通

行帯の前面及び当該第一通行帯内の必要な

地点

進行方向別

通行区分

（ ３ ２

７の７

交通法第三十五条第一項の道路標識により、車両通行帯の設けら
れた道路において、車両（特定小型原動機付自転車、軽車両及び
右折につき一般原動機付自転車が交通法第三十四条第五項本文の
規定によることとされる交差点において左折又は右折をする一般

車両が交差点で進行する方向に関する通行の

区分を指定する道路の区間の前面及び道路の

区間内の必要な地点
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―Ａ ～

Ｄ）

原動機付自転車を除く。以下この項において同じ。）が交差点で進

行する方向に関する通行の区分を指定すること。

一般原動機

付自転車の

右 折 方 法

（二段階）

（ ３ ２

７ の

８）

交通法第三十四条第五項本文の道路標識により、交通整理の行わ

れている交差点における一般原動機付自転車の右折につき交差点

の側端に沿つて通行すべきことを指定すること。

交通整理の行われている交差点における一般

原動機付自転車の右折につき交差点の側端に

沿つて通行すべきことを指定する道路の区間

又は場所の前面及び道路の区間又は場所内の

必要な地点における左側の路端

一般原動機

付自転車の

右 折 方 法

（小回り）

（ ３ ２

７ の

９）

交通法第三十四条第五項ただし書の道路標識により、交通整理の

行われている交差点における一般原動機付自転車の右折につきあ

らかじめ道路の中央又は右側端に寄るべきことを指定すること。

交通整理の行われている交差点における一般

原動機付自転車の右折につきあらかじめ道路

の中央又は右側端に寄るべきことを指定する

道路の区間又は場所の前面及び道路の区間又

は場所内の必要な地点における左側の路端

環状の交差

点における

右回り通行

（ ３ ２

７の１

０）

交通法第四条第三項の道路標識により、車両の通行の用に供する

部分が環状の交差点（以下この項において「環状の交差点」とい

う。）において、車両が右回りに通行すべきことを指定すること。

車両が右回りに通行すべきことを指定する環

状の交差点の手前の必要な地点における左側

の路端

平行駐車 （ ３ ２

７の１

１）

交通法第四十八条の道路標識により、車両が道路の側端（分離帯

の側端を含む。以下斜め駐車の項までにおいて同じ。）に対し平行

に駐車すべきこと（交通法第四十九条第一項に規定する時間制限

駐車区間（以下「時間制限駐車区間」という。）にあつては、交通

法第四十九条の三第三項の道路標識により、車両が駐車すること

ができる道路の部分を指定し、かつ、車両が道路の側端に対し平

行に駐車すべきこと）を指定すること。

車両が道路の側端に対し平行に駐車すべきこ

と（時間制限駐車区間にあつては、車両が駐

車することができる道路の部分として指定

し、かつ、車両が道路の側端に対し平行に駐

車すべきこと）を指定する道路の区間の前面

及び道路の区間内の必要な地点における路端

直角駐車 （ ３ ２

７の１

２）

交通法第四十八条の道路標識により、車両が道路の側端に対し直

角に駐車すべきこと（時間制限駐車区間にあつては、交通法第四

十九条の三第三項の道路標識により、車両が駐車することができ

る道路の部分を指定し、かつ、車両が道路の側端に対し直角に駐

車すべきこと）を指定すること。

車両が道路の側端に対し直角に駐車すべきこ

と（時間制限駐車区間にあつては、車両が駐

車することができる道路の部分として指定

し、かつ、車両が道路の側端に対し直角に駐

車すべきこと）を指定する道路の区間の前面

及び道路の区間内の必要な地点における路端

斜め駐車 （ ３ ２

７の１

３）

交通法第四十八条の道路標識により、車両が道路の側端に対し斜

めに駐車すべきこと（時間制限駐車区間にあつては、交通法第四

十九条の三第三項の道路標識により、車両が駐車することができ

る道路の部分を指定し、かつ、車両が道路の側端に対し斜めに駐

車すべきこと）を指定すること。

車両が道路の側端に対し斜めに駐車すべきこ

と（時間制限駐車区間にあつては、車両が駐

車することができる道路の部分として指定

し、かつ、車両が道路の側端に対し斜めに駐

車すべきこと）を指定する道路の区間の前面

及び道路の区間内の必要な地点における路端

警笛鳴らせ （ ３ ２

８）

交通法第五十四条第一項第一号の道路標識により、車両（自転車

以外の軽車両を除く。以下この項及び次項において同じ。）及び路

面電車が警音器を鳴らさなければならない場所を指定すること。

車両及び路面電車が警音器を鳴らさなければ

ならない場所として指定する場所の前面にお

ける左側の路端

警笛区間 （ ３ ２

８ の

２）

交通法第五十四条第一項第二号の道路標識により、車両及び路面

電車が左右の見とおしのきかない交差点、見とおしのきかない道

路のまがりかど又は見とおしのきかない上り坂の頂上を通行しよ

うとするときに警音器を鳴らさなければならない道路の区間（以

下この項において「警音器を鳴らさなければならない区間」とい

う。）を指定すること。

車両及び路面電車が警音器を鳴らさなければ

ならない区間として指定する道路の区間の前

面及び道路の区間内の必要な地点における左

側の路端

徐行 （ ３ ２

９ ―

Ａ ・

Ｂ）

道路法第四十六条第一項若しくは第四十七条第三項若しくは車両

制限令第十条の規定に基づき、又は交通法第四十二条の道路標識

により、車両及び路面電車が徐行すべきことを指定すること。

車両及び路面電車が徐行すべきことを指定す

る道路の区間又は場所の前面及び道路の区間

又は場所内の必要な地点における左側の路端

前方優先道

路

（ ３ ２

９の２

―Ａ ・

Ｂ）

交通法第三十六条第二項の道路標識により、当該道路と交差する

前方の道路を優先道路として指定すること。

優先道路と交差する道路の手前の必要な地点

における左側の路端

一時停止 （ ３ ３

０ ―

Ａ ・

Ｂ）

交通法第四十三条の道路標識により、交通整理が行なわれていな

い交差点又はその手前の直近において、車両及び路面電車が一時

停止すべきことを指定すること。

車両及び路面電車が一時停止すべきことを指

定する交差点又はその手前の直近の必要な地

点における路端

歩行者等通

行止め

（ ３ ３

１）

交通法第八条第一項の道路標識により、歩行者等の通行を禁止す

ること。

歩行者等の通行を禁止する道路の区間又は場

所の前面における路端又は歩道の中央

歩行者等横

断禁止

（ ３ ３

２）

交通法第十三条第二項の道路標識により、歩行者等の横断を禁止

すること。

歩行者等の横断を禁止する道路の区間又は場

所の前面及び道路の区間又は場所内の必要な

地点における両側の路端又は中央分離帯

指示標識

種類 番号 表示する意味 設置場所

並進可 （４０１） 交通法第六十三条の五の道路標識により、普通自転車が

他の普通自転車と並進（三台以上並進することとなる場

普通自転車が他の普通自転車と並進することができ

ることとする道路の区間の前面及び道路の区間内の

必要な地点における左側の路端
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合を除く。以下この項において同じ。）することができる

こととすること。

軌道敷内通

行可

（４０２） 交通法第二十一条第二項第三号の道路標識により、自動

車が軌道敷内を通行することができることとすること。

自動車が軌道敷内を通行することができることとす

る道路の区間の前面及び道路の区間内の必要な地点

における左側の路端

高齢運転者

等標章自動

車駐車可

（４０２

の２）

交通法第四十五条の二第一項の道路標識により、同項に

規定する高齢運転者等標章自動車（以下「高齢運転者等

標章自動車」という。）が駐車することができることとす

ること。

高齢運転者等標章自動車が駐車することができるこ

ととする道路の区間又は場所の前面及び道路の区間

又は場所内の必要な地点における路端

駐車可 （４０３） 交通法第四十六条又は第四十八条の道路標識により、車

両が駐車することができることとすること。

車両が駐車することができることとする道路の区間

又は場所の前面及び道路の区間又は場所内の必要な

地点における路端

高齢運転者

等標章自動

車停車可

（４０３

の２）

交通法第四十五条の二第一項の道路標識により、高齢運

転者等標章自動車が停車することができることとするこ

と。

高齢運転者等標章自動車が停車することができるこ

ととする道路の区間又は場所の前面及び道路の区間

又は場所内の必要な地点における路端

停車可 （４０４） 交通法第四十六条又は第四十八条の道路標識により、車

両が停車することができることとすること。

車両が停車することができることとする道路の区間

又は場所の前面及び道路の区間又は場所内の必要な

地点における路端

優先道路 （４０５） 交通法第三十六条第二項の道路標識により、優先道路と

して指定すること。

優先道路として指定する道路の区間の前面及び道路

の区間内の必要な地点における左側の路端

中央線 （４０６） 道路の中央であること又は交通法第十七条第四項の道路

標識による中央線であること。

道路の中央を示す必要がある道路の区間の前面及び

道路の区間内の必要な地点

停止線 （４０６

の２）

車両が停止する場合の位置であること。 車両の停止位置を示す必要がある地点における路端

横断歩道 （４０７

― Ａ ・

Ｂ）

交通法第二条第一項第四号に規定する横断歩道であるこ

と。

横断歩道を設ける場所の必要な地点における路端

自転車横断

帯

（４０７

の２）

交通法第二条第一項第四号の二に規定する自転車横断帯

であること。

自転車横断帯を設ける場所の必要な地点における路

端

横断歩道・

自転車横断

帯

（４０７

の３）

近接して設けられた交通法第二条第一項第四号に規定す

る横断歩道及び同項第四号の二に規定する自転車横断帯

であること。

横断歩道及び自転車横断帯を近接して設ける場所の

必要な地点における路端

安全地帯 （４０８） 交通法第二条第一項第六号に規定する安全地帯であるこ

と。

安全地帯を設ける場所

規制予告 （４０９

― Ａ ・

Ｂ）

標示板に表示される交通の規制が当該道路の前方の場所

において行なわれていることをあらかじめ示すこと。

標示板に表示される交通の規制が当該道路の前方の

場所において行なわれていることをあらかじめ示す

必要がある場所内の必要な地点

補助標識

種類 番号 表示する意味 補助標識が附置される本標識

距 離 ・ 区

域

（５０１） 本標識が表示する施設若しくは場所までの距離、本標識が表示する交通

の規制が行なわれている区間若しくは場所についての必要な距離又は本

標識が表示する交通の規制が行なわれている区域を示すこと。

案内標識

警戒標識

規制標識

指示標識

日・時間 （５０２） 本標識が表示する交通の規制が行なわれている日又は時間を示すこと。 規制標識

指示標識

車 両 の 種

類

（５０３―

Ａ）

本標識が表示する交通の規制の対象となる車両を特定するため必要な事

項を示すこと。

規制標識

指示標識

（５０３―

Ｂ）

標示板の記号によつて表示される車両が本標識が表示する交通の規制の

対象となる車両であることを示すこと。

規制標識

指示標識

（５０３―

Ｃ）

普通乗用自動車以外の普通自動車、準中型乗用自動車以外の準中型自動

車及び中型乗用自動車以外の中型自動車（特定中型自動車を除く。）で

あつてその最大積載量が標示板に表示される重量以上のもの、特定中型

乗用自動車以外の特定中型自動車、大型乗用自動車以外の大型自動車並

びに大型特殊自動車が本標識が表示する交通の規制の対象となる車両で

あることを示すこと。

規制標識のうち、「特定の最大積載

量以上の貨物自動車等通行止め」、

「指定方向外進行禁止」及び「特定

の種類の車両の通行区分」を表示す

るもの

（５０３―

Ｄ）

高齢運転者等標章自動車に限り本標識が表示する交通の規制の対象とな

ることを示すこと。

規制標識のうち、「時間制限駐車区

間」を表示するもの

指示標識のうち、「高齢運転者等標

章自動車駐車可」及び「高齢運転者

等標章自動車停車可」を表示する

もの

遠 隔 操 作

型小型車

（５０３の

２）

遠隔操作型小型車に限り本標識が表示する交通の規制の対象となること

又は本標識が表示する交通の規制の対象とならないことを示すこと。

規制標識

駐車余地 （５０４） 車両が駐車する場合に、当該車両の右側の道路上に置かなければならな

い余地を示すこと。

規制標識のうち、「駐車余地」を表

示するもの
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駐 車 時 間

制限

（５０４の

２）

車両が引き続き駐車することができる時間がパーキング・メーター又は

パーキング・チケットに表示された時刻までの時間であることを示すこ

と。

規制標識のうち、「時間制限駐車区

間」を表示するもの

始まり （５０５―

Ａ・Ｂ）

本標識が表示する交通の規制が行われている区間の始まりを示すこと。 規制標識

指示標識

（５０５―

Ｃ）

本標識が表示する交通の規制が行われている区域の始まりを示すこと。 規制標識

区間内 （５０６） 本標識が表示する交通の規制が行なわれている区間内であることを示す

こと。

規制標識

指示標識

区域内 （５０６の

２）

本標識が表示する交通の規制が行われている区域内であることを示すこ

と。

規制標識

終わり （５０７―

Ａ～Ｃ）

本標識が表示する交通の規制が行われている区間の終わりを示すこと。 規制標識

指示標識

（５０７―

Ｄ）

本標識が表示する交通の規制が行われている区域の終わりを示すこと。 規制標識

通学路 （５０８） 児童又は幼児が小学校、幼稚園、保育所等に通うため通行する道路の区

間であることを示すこと。

警戒標識のうち、「学校、幼稚園、

保育所等あり」を表示するもの

追 越 し 禁

止

（５０８の

２）

車両の追越しが禁止されることを示すこと。 規制標識のうち、「追越し禁止」を

表示するもの

前 方 優 先

道路

（５０９） 当該道路と交差する前方の道路が優先道路であることを示すこと。 規制標識のうち、「前方優先道路」

を表示するもの

踏切注意 （５０９の

２）

踏切があるため道路交通上注意の必要があることを示すこと。 警戒標識のうち、「踏切あり」を表

示するもの

横風注意 （５０９の

３）

強い横風のおそれがあるため道路交通上注意の必要があることを示すこ

と。

警戒標識のうち、「横風注意」を表

示するもの

動物注意 （５０９の

４）

動物が飛び出すおそれがあるため道路交通上注意の必要があることを示

すこと。

警戒標識のうち、「動物が飛び出す

おそれあり」を表示するもの

注意 （５０９の

５）

車両又は路面電車の運転上注意の必要があることを示すこと。 警戒標識のうち、「その他の危険」

を表示するもの

注意事項 （５１０） 本標識が表示する意味を補足するため必要な事項を示すこと。 案内標識のうち、「高さ限度緩和指

定道路」を表示するもの

警戒標識

規制理由 （５１０の

２）

本標識が表示する交通の規制の理由を示すこと。 規制標識

指示標識のうち、「規制予告」を表

示するもの

方向 （５１１） 本標識が表示する路線、施設又は場所の方向を示すこと。 案内標識

地名 （５１２） 本標識が設置されている地名を示すこと。 案内標識

始点 （５１３） 本標識が表示する道路の始点を示すこと。 案内標識のうち、「総重量限度緩和

指定道路」及び「高さ限度緩和指定

道路」を表示するもの

終点 （５１４） 本標識が表示する道路の終点を示すこと。 案内標識のうち、「総重量限度緩和

指定道路」及び「高さ限度緩和指定

道路」を表示するもの

備考

一　警戒標識を高速道路等に設置する場合においては、この表の設置場所の欄に定める位置のほか、当該警戒標識を設置する必要がある地

点における右側の路端又は中央分離帯に設置することができる。

二　道路の形状その他の理由により、道路標識（高速道路等に設置する警戒標識を除く。以下この号において同じ。）をこの表の設置場所

の欄に定める位置に設置することができない場合又はこれらの位置に設置することにより道路標識が著しく見にくくなるおそれがある場

合においては、これらの位置以外の位置に設置することができる。

三　「車両の種類（（５０３―Ａ））」を表示する補助標識の意味については、当該補助標識のうち、普通自転車が本標識が表示する交通の規

制の対象となる車両であることを示しているものについては特定小型原動機付自転車も当該本標識が表示する交通の規制の対象となる車

両であることを示すものとし、普通自転車が本標識が表示する交通の規制の対象となる車両でないことを示しているものについては特定

小型原動機付自転車も当該本標識が表示する交通の規制の対象となる車両でないことを示すものとする。ただし、特定小型原動機付自転

車が本標識が表示する交通の規制の対象となるかどうかを別に示しているものについては、この限りでない。

別表第二（第三条関係）

案内標識
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柱の規格

市町村（１０１） 都府県（１０２―Ａ） 都府県（１０２―Ｂ）

入口の方向（１０３―Ａ） 入口の方向（１０３―Ｂ） 入口の予告（１０４）

方面、方向及び距離（１０５―Ａ） 方面、方向及び距離（１０５―Ｂ） 方面、方向及び距離（１０５―Ｃ）

方面及び距離（１０６―Ａ） 方面及び距離（１０６―Ｂ） 方面及び距離（１０６―Ｃ）

方面及び車線（１０７―Ａ） 方面及び車線（１０７―Ｂ） 方面及び方向の予告（１０８―Ａ）
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方面及び方向の予告（１０８―Ｂ） 方面及び方向（１０８の２―Ａ）

方面及び方向（１０８の２―Ｂ） 方面及び方向（１０８の２―Ｃ）

方面及び方向（１０８の２―Ｄ） 方面及び方向（１０８の２―Ｅ） 方面、方向及び道路の通称名の予

告（１０８の３）

方面、方向及び道路の通称名（１０８の４） 出口の予告（１０９） 方面及び出口の予告（１１０―Ａ）

方面及び出口の予告（１１０―Ｂ） 方面、車線及び出口の予告（１１１―Ａ） 方面、車線及び出口の予告（１１

１―Ｂ）
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方面及び出口（１１２―Ａ） 方面及び出口（１１２―Ｂ） 出口（１１３―Ａ）

出口（１１３―Ｂ） 著名地点（１１４―Ａ）

著名地点（１１４―Ｂ） 著名地点（１１４―Ｃ） 主要地点（１１４の２―Ａ）

主要地点（１１４の２―Ｂ） 料金徴収所（１１５） サービス・エリア、道の駅及び距

離（１１６）
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サービス・エリア、道の駅の予告（１１６の２―Ａ） サービス・エリア、道の駅の予告

（１１６の２―Ｂ）

サービス・エリア、道の駅の予告（１１６の２―Ｃ） サービス・エリア（１１６の３―Ａ）

サービス・エリア（１１６の３―Ｂ） 非常電話（１１６の４） 待避所（１１６の５）

非常駐車帯（１１６の６） 駐車場（１１７―Ａ） 駐車場（１１７―Ｂ）

サービス・エリア又は駐車場から本線への入口（１１７

の２）

登坂車線（１１７の３―Ａ） 登坂車線（１１７の３―Ｂ）
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国道番号（１１８―Ａ） 国道番号（１１８―Ｂ） 国道番号（１１８―Ｃ）

都道府県道番号（１１８の２―Ａ） 都道府県道番号（１１８の２―Ｂ） 都道府県道番号（１１８の２―Ｃ）

高速道路番号（１１８の３） 総重量限度緩和指定道路（１１８の４―

Ａ）

総重量限度緩和指定道路（１１８

の４―Ｂ）

高さ限度緩和指定道路（１１８の５―Ａ） 高さ限度緩和指定道路（１１８の５―Ｂ） 高さ限度緩和指定道路（１１８の

５―Ｃ）

高さ限度緩和指定道路（１１８の５―Ｄ） 道路の通称名（１１９―Ａ） 道路の通称名（１１９―Ｂ）

道路の通称名（１１９―Ｃ） 道路の通称名（１１９―Ｄ） まわり道（１２０―Ａ）
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まわり道（１２０―Ｂ） エレベーター（１２１―Ａ） エレベーター（１２１―Ｂ）

エレベーター（１２１―Ｃ） エスカレーター（１２２―Ａ） エスカレーター（１２２―Ｂ）

エスカレーター（１２２―Ｃ） 傾斜路（１２３―Ａ） 傾斜路（１２３―Ｂ）

傾斜路（１２３―Ｃ） 乗合自動車停留所（１２４―Ａ） 乗合自動車停留所（１２４―Ｂ）

乗合自動車停留所（１２４―Ｃ） 路面電車停留場（１２５―Ａ） 路面電車停留場（１２

５―Ｂ）

路面電車停留場（１２５―Ｃ） 便所（１２６―Ａ） 便所（１２６―Ｂ）

便所（１２６―Ｃ）

警戒標識
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本標識板及び柱の規格

┼形道路交差点あり（２０１―Ａ） ├形（又は┤形）道路交差点あり（２０１―Ｂ） Ｔ形道路交差点あり（２０１―Ｃ）

Ｙ形道路交差点あり（２０１―Ｄ） ロータリーあり（２０１の２） 右（又は左）方屈曲あり（２０２）

右（又は左）方屈折あり（２０３） 右（又は左）背向屈曲あり（２０４） 右（又は左）背向屈折あり（２０５）

右（又は左）つづら折りあり（２０６） 踏切あり（２０７―Ａ） 踏切あり（２０７―Ｂ）

25



学校、幼稚園、保育所等あり（２０８） 信号機あり（２０８の２） すべりやすい（２０９）

落石のおそれあり（２０９の２） 路面凹凸あり（２０９の３） 合流交通あり（２１０）

車線数減少（２１１） 幅員減少（２１２） 二方向交通（２１２の２）

上り急
こう

勾配あり（２１２の３） 下り急
こう

勾配あり（２１２の４） 道路工事中（２１３）
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横風注意（２１４） 動物が飛び出すおそれあり（２１４の２） その他の危険（２１５）

規制標識

本標識板及び柱の規格

通行止め（３０１） 車両通行止め（３０２） 車両進入禁止（３０３）

二輪の自動車以外の自動車通行止め（３０４） 大型貨物自動車等通行止め（３

０５）

大型乗用自動車等通行止め（３０６）

特定の最大積載量以上の貨物自

動車等通行止め（３０５の２）
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二輪の自動車・一般原動機付自転車通行止め（３

０７）

自転車以外の軽車両通行止め

（３０８）

特定小型原動機付自転車・自転車通行止め（３０

９）

車両（組合せ）通行止め（３１０） 大型自動二輪車及び普通自動二

輪車二人乗り通行禁止（３１０

の２）

タイヤチェーンを取り付けていない車両通行止め

（３１０の３）

指定方向外進行禁止（３１１―Ａ） 指定方向外進行禁止（３１１―

Ｂ）

指定方向外進行禁止（３１１―Ｃ）

指定方向外進行禁止（３１１―Ｄ） 指定方向外進行禁止（３１１―

Ｅ）

指定方向外進行禁止（３１１―Ｆ）
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車両横断禁止（３１２） 転回禁止（３１３） 追越しのための右側部分はみ出し通行禁止（３１

４）

追越し禁止（３１４の２）

駐停車禁止（３１５） 駐車禁止（３１６） 時間制限駐車区間（３１８）

駐車余地（３１７）

危険物積載車両通行止め（３１９） 重量制限（３２０） 高さ制限（３２１）

最大幅（３２２） 最高速度（３２３） 最低速度（３２４）
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特定の種類の車両の最高速度

（３２３の２）

自動車専用（３２５） 特定小型原動機付自転車・自転

車専用（３２５の２）

普通自転車等及び歩行者等専用（３２５の３）

歩行者等専用（３２５の４） 許可車両専用（３２５の５―Ａ） 許可車両専用（３２５の５―Ｂ）

許可車両専用（３２５の５―Ｃ） 許可車両（組合せ）専用（３２

５の６）

広域災害応急対策車両専用（３２５の７）

一方通行（３２６―Ａ） 一方通行（３２６―Ｂ） 特定小型原動機付自転車・自転車一方通行（３２６

の２―Ａ）
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特定小型原動機付自転車・自転車一方通行（３２

６の２―Ｂ）

車両通行区分（３２７） 特定の種類の車両の通行区分（３２７の２）

けん

牽引自動車の高速自動車国道通行区分（３２７の

３）

専用通行帯（３２７の４） 普通自転車専用通行帯（３２７の４の２）

路線バス等優先通行帯（３２７の５）
けん

牽引自動車の自動車専用道路第

一通行帯通行指定区間（３２７

の６）

進行方向別通行区分（３２７の７―Ａ）
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進行方向別通行区分（３２７の７―Ｂ） 進行方向別通行区分（３２７の

７―Ｃ）

進行方向別通行区分（３２７の７―Ｄ）

一般原動機付自転車の右折方法（二段階）（３２

７の８）

一般原動機付自転車の右折方法

（小回り）（３２７の９）

環状の交差点における右回り通行（３２７の１０）

平行駐車（３２７の１１） 直角駐車（３２７の１２） 斜め駐車（３２７の１３）
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警笛鳴らせ（３２８） 徐行（３２９―Ａ） 徐行（３２９―Ｂ）

警笛区間（３２８の２） 前方優先道路（３２９の２―Ａ） 前方優先道路（３２９の２―Ｂ）

一時停止（３３０―Ａ） 一時停止（３３０―Ｂ） 歩行者等通行止め（３３１）

歩行者等横断禁止（３３２）

指示標識
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本標識板及び柱の規格

並進可（４０１） 軌道敷内通行可（４０２） 高齢運転者等標章自動車駐車可（４０２の２）

駐車可（４０３）

高齢運転者等標章自動車停車可（４０３の２） 優先道路（４０５） 中央線（４０６）

停車可（４０４）

停止線（４０６の２） 横断歩道（４０７―Ａ） 横断歩道（４０７―Ｂ）
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自転車横断帯（４０７の２） 横断歩道・自転車横断帯（４０７の３） 安全地帯（４０８）

規制予告（４０９―Ａ） 規制予告（４０９―Ｂ）

補助標識
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補助標識板及び柱の規格

距離・区域（５０１） 日・時間（５０２） 車両の種類（５０３―Ａ）

車両の種類（５０３―Ｂ） 車両の種類（５０３―Ｃ） 車両の種類（５０３―Ｄ）

遠隔操作型小型車（５０３の２） 駐車余地（５０４） 駐車時間制限（５０４の２）

始まり（５０５―Ａ） 始まり（５０５―Ｂ） 始まり（５０５―Ｃ）
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区間内（５０６） 区域内（５０６の２） 終わり（５０７―Ａ）

終わり（５０７―Ｂ） 終わり（５０７―Ｃ） 終わり（５０７―Ｄ）

通学路（５０８） 追越し禁止（５０８の２） 前方優先道路（５０９）

踏切注意（５０９の２） 横風注意（５０９の３） 動物注意（５０９の４）

注意（５０９の５） 注意事項（５１０） 規制理由（５１０の２）

方向（５１１） 地名（５１２） 始点（５１３）
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終点（５１４）

備考

一　本標識板（本標識の標示板をいう。）

（一）　表示

１　案内標識（「サービス・エリア、道の駅及び距離」、「サービス・エリア、道の駅の予告」、「サービス・エリア」、「非常電話」、「非

常駐車帯」、「駐車場」、「登坂車線」、「総重量限度緩和指定道路」（「総重量限度緩和指定道路（（１１８の４―Ｂ））」にあつては、

矢形を除く。）及び「高さ限度緩和指定道路」（「高さ限度緩和指定道路（（１１８の５―Ｂ））」及び「高さ限度緩和指定道路（（１

１８の５―Ｄ））」にあつては、矢形を除く。）を表示するものを除く。）、「├形（又は┤形）道路交差点あり」、「右（又は左）方屈

曲あり」、「右（又は左）方屈折あり」、「右（又は左）背向屈曲あり」、「右（又は左）背向屈折あり」、「右（又は左）つづら折りあ

り」、「落石のおそれあり」、「合流交通あり」、「車線数減少」、「幅員減少」、「上り急
こう

勾配あり」、「下り急
こう

勾配あり」及び「動物が

飛び出すおそれあり」を表示する警戒標識、「車両（組合せ）通行止め」、「指定方向外進行禁止」、「時間制限駐車区間」、「重量制

限」、「高さ制限」、「最大幅」、「最高速度」、「特定の種類の車両の最高速度」、「最低速度」、「許可車両（組合せ）専用」、「一方通行

（（３２６―Ａ））」、「車両通行区分」、「特定の種類の車両の通行区分」、「
けん

牽引自動車の高速自動車国道通行区分」、「専用通行帯」、

「普通自転車専用通行帯」及び「進行方向別通行区分」を表示する規制標識並びに「規制予告」を表示する指示標識に係る図示の

文字（数字を含む。（五）の２を除き、以下同じ。）及び記号（「時間制限駐車区間」にあつては、「６０」に限る。）は、例示とす

る。

２　案内標識の英語による表示は、国土交通大臣が定めるところによるものとする。

３　高速道路等以外の道路に設置する案内標識（「著名地点（（１１４―Ａ・Ｂ））」、「登坂車線（（１１７の３―Ａ））」、「国道番号（

（１１８―Ａ））」、「道路の通称名（（１１９―Ａ・Ｂ））」及び「まわり道（（１２０―Ａ））」を表示するものを除く。）については、

英語による表示は、特に必要がない場合は、省略することができる。

４　「市町村」を表示する案内標識の標示板には、必要がある場合は、日本字の左に市町村章を表す記号を表示することができる。

５　「都府県」を表示する案内標識の標示板には、必要がある場合は、日本字の左に都府県章を表す記号を表示することができる。

６　高速道路等以外の道路に設置する「方面、方向及び距離」、「方面及び距離」、「方面及び方向の予告」、「方面及び方向」、「方面、

方向及び道路の通称名の予告」及び「方面、方向及び道路の通称名」を表示する案内標識の標示板の文字には、地名、路線番号、

道路の通称名又は公共施設等の名称のいずれかを用いることができ、当該標示板の文字に公共施設等の名称を用いた場合において

必要があるときは、当該標示板に公共施設等の形状等を表す記号を表示することができる。

７　高速道路等以外の道路に設置する「方面、方向及び距離」、「方面及び距離」、「方面及び方向の予告」、「方面及び方向」、「方面、

方向及び道路の通称名の予告」及び「方面、方向及び道路の通称名」を表示する案内標識の標示板には、必要がある場合には、次

に図示したものに準じて経由路線を表示することができる。

８　高速道路等以外の道路に設置する「方面及び方向の予告」及び「方面、方向及び道路の通称名の予告」を表示する案内標識の標

示板は、交差点までの距離について、必要がある場合は、次に図示したものに準ずるものとすることができる。
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９　高速道路等に設置する「方面及び車線」、「方面及び方向」、「方面及び出口の予告」、「方面、車線及び出口の予告」及び「方面及

び出口」を表示する案内標識の標示板の文字には、地名、路線番号、道路の通称名又は公共施設等の名称のいずれかを用いること

ができ、当該標示板の文字に公共施設等の名称を用いた場合において必要があるときは、当該標示板に公共施設等の形状等を表す

記号を表示することができる。

１０　「入口の方向」及び「入口の予告」を表示する案内標識には、必要がある場合は、次に図示したものに準じて、無料区間又は

有料区間を表す旨を表示することができる。

１１　「入口の方向」及び「入口の予告」を表示する案内標識の標示板には、必要がある場合は、次に図示したものに準じて、専ら

ＥＴＣ通行車（道路整備特別措置法施行規則（昭和三十一年建設省令第十八号）第十三条第二項第三号イに規定するＥＴＣ通行車

をいう。以下同じ。）の通行の用に供することを目的とする入口（以下「ＥＴＣ通行車専用入口」という。）を表す旨を表示するこ

とができる。
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１２　「入口の方向」及び「入口の予告」を表示する案内標識の標示板の文字には、路線番号、入口番号及び入口の名称を用いるこ

とができる。

１３　都市高速道路等に設置する「方面及び方向」を表示する案内標識の標示板には、必要がある場合は、次に図示したものに準じ

て経由路線又は方面としての路線を表示することができる。

１４　「方面及び距離」を表示する案内標識については、距離に関する部分は、特に必要がない場合は、省略することができる。

１５　「出口の予告」、「方面及び出口の予告」、「方面、車線及び出口の予告」、「方面及び出口」及び「出口」を表示する案内標識に

は、必要がある場合は、次に図示したものに準じて、専らＥＴＣ通行車の通行の用に供することを目的とする出口（以下「ＥＴＣ

通行車専用出口」という。）を表す旨を表示することができる。

１６　「方面及び出口の予告」、「方面、車線及び出口の予告」及び「方面及び出口」を表示する案内標識の標示板は、方面について、

必要がある場合は、次に図示したものに準ずるものとすることができる。

１７　「出口」を表示する案内標識については、出口番号及び出口の名称に関する部分は、特に必要がない場合は、省略することが

できる。

１８　「著名地点」を表示する案内標識の標示板には、必要がある場合は、日本字の左又は右に公共施設等の形状等を表す記号を表

示することができる。

１９　「著名地点」を表示する案内標識の標示板には、必要がある場合は、次に図示したものに準じて、日本字の左又は右に車いす

を使用している者その他の高齢者、身体障害者等の円滑な通行に適する道路を経由する旨を表す記号を表示することができる。

２０　「著名地点」を表示する案内標識には、必要がある場合は、当該案内標識の位置、当該案内標識が表示する著名地点の位置及

び表示する必要のある立体横断施設その他の施設の位置を表示する地図（その略図を含む。）を附置することができる。

２１　「サービス・エリア、道の駅及び距離」、「サービス・エリアの予告」及び「サービス・エリア」を表示する案内標識の標示板

の記号は、当該サービス・エリア及び道の駅に設置されている利便施設を表示するものとし、標示板の配列及び文字は、例示とす
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る。また、当該標示板の文字に道の駅の名称を用いた場合において必要があるときは、当該標示板に道の駅を表す記号を表示する

ことができる。

２２　「サービス・エリア、道の駅の予告」及び「サービス・エリア」を表示する案内標識には、必要がある場合は、次に図示した

ものに準じて、ＥＴＣ通行車専用出口及び出口番号を表示することができる。

２３　高速道路等以外の道路に設置する「駐車場」を表示する案内標識の標示板には、必要がある場合は、次に図示したものに準じ

て便所を表す記号を表示することができる。

２４　「駐車場」、「エレベーター」、「傾斜路」及び「便所」を表示する案内標識の標示板には、必要がある場合は、次に図示したも

のに準じて車いすを使用している者その他の高齢者、身体障害者等の円滑な利用に適する施設である旨を表す記号を表示すること

ができる。

２５　「総重量限度緩和指定道路（（１１８の４―Ａ・Ｂ））」及び「高さ限度緩和指定道路（（１１８の５―Ａ・Ｂ））」を表示する案

内標識の標示板を設置する地点が同一であつて必要がある場合は、次に図示したものに準じて総重量限度緩和指定道路及び高さ限

度緩和指定道路を表す旨を表示することができる。
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２６　「まわり道（（１２０―Ｂ））」を表示する案内標識の標示板の記号のうち、交通の規制を表示する記号は、規制標識に係る様式

を用いるものとし、当該規制標識が表示する交通の規制が、当該道路の前方の場所において行われていることを示す。

２７　「エレベーター」、「エスカレーター」、「傾斜路」、「乗合自動車停留所」、「路面電車停留場」及び「便所」を表示する案内標識

の標示板には、必要がある場合は、次に図示したものに準じて当該施設の設置場所までの距離を表示することができる。

２８　「エスカレーター」を表示する案内標識の標示板には、必要がある場合は、次に図示したものに準じて昇降方向を表す矢印を

表示することができる。

２９　「乗合自動車停留所」及び「路面電車停留場」を表示する案内標識の標示板には、必要がある場合は、次に図示したものに準

じて当該停車所の名称を表示することができる。

３０　児童又は幼児が小学校、幼稚園、保育所等に通うため通行する道路の区間で小学校、幼稚園、保育所等の敷地の出入口から一

キロメートル以内の地点に設置する「学校、幼稚園、保育所等あり」を表示する警戒標識には、「通学路」を表示する補助標識を

附置するものとする。

３１　「信号機あり」を表示する警戒標識の標示板の記号は、特に必要がある場合においては、縦にすることができる。

３２　「上り急
こう

勾配あり」及び「下り急
こう

勾配あり」に係る図示の数字は、当該上り急
こう

勾配又は下り急
こう

勾配の
こう

勾配の値を示す。

３３　「車両（組合せ）通行止め」を表示する規制標識の標示板の記号は、「二輪の自動車以外の自動車通行止め」、「大型貨物自動車

等通行止め」、「大型乗用自動車等通行止め」、「二輪の自動車・一般原動機付自転車通行止め」、「自転車以外の軽車両通行止め」及
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び「特定小型原動機付自転車・自転車通行止め」を表示する規制標識に係る図示の記号を用いるものとし、その記号は当該規制標

識が表示する通行の禁止に係る種類の車両を表示するものとする。

３４　「特定の最大積載量以上の貨物自動車等通行止め」を表示する本標識には「車両の種類（（５０３―Ｃ））」を表示する補助標識

を、「駐車余地」を表示する本標識には「駐車余地」を表示する補助標識を、「特定の種類の車両の最高速度」を表示する本標識に

は「車両の種類（（５０３―Ａ））」を表示する補助標識を、「警笛区間」を表示する本標識には「始まり（（５０５―Ａ・Ｂ））」、「区

間内」又は「終わり（（５０７―Ｂ・Ｃ））」を表示する補助標識を、「追越し禁止」を表示する本標識には「追越し禁止」を表示す

る補助標識を、「前方優先道路」を表示する本標識には「前方優先道路」を表示する補助標識を、「高齢運転者等標章自動車駐車

可」及び「高齢運転者等標章自動車停車可」を表示する本標識には「車両の種類（（５０３―Ｄ））」を表示する補助標識を、それ

ぞれ附置するものとする。

３５　「駐停車禁止」、「駐車禁止」、「駐車余地」及び「時間制限駐車区間」に係る図示の数字（「時間制限駐車区間」にあつては、「８

―２０」に限る。）は、当該交通の規制が行われている時間を示す必要がある場合における当該時間の例示とし、図示の「８―２

０」は、八時から二十時までであることを示す。

３６　「時間制限駐車区間」、「高さ制限」、「最大幅」、「重量制限」、「最高速度」、「特定の種類の車両の最高速度」及び「最低速度」

を表示する規制標識の標示板に示される時間（３１に規定するものを除く。）、高さ及び幅、重量又は速度の単位は、それぞれ分、

メートル、トン又はキロメートル毎時とする。

３７　「普通自転車等及び歩行者等専用」、「特定小型原動機付自転車・自転車一方通行（（３２６の２―Ａ））」、「平行駐車」、「直角駐

車」及び「斜め駐車」を表示する規制標識並びに「横断歩道」、「自転車横断帯」及び「横断歩道・自転車横断帯」を表示する指示

標識の標示板については、特に必要がある場合においては、当該標示板の記号の鏡像である記号を用いることができる。

３８　「許可車両（組合せ）専用」を表示する規制標識の標示板の記号は、「許可車両専用」を表示する規制標識に係る図示の記号を

用いるものとし、その記号は当該規制標識が表示する許可に係る種類の車両を表示するものとする。

３９　「専用通行帯」を表示する規制標識の標示板については、必要がある場合においては、次に図示したものに準じて、記号に代

えて文字を用いることができる。

４０　「歩行者等横断禁止」を表示する規制標識の標示板の文字には、図示の「横断禁止」に代えて「わたるな」を用いることがで

きる。

４１　「規制予告」を表示する指示標識の標示板の記号は、規制標識又は指示標識に係る様式を用いるものとし、当該規制標識又は

指示標識が表示する交通の規制が、当該道路の前方の場所において行われていることを示す。

４２　「規制予告」を表示する指示標識の標示板の文字は、標示板が表示する交通の規制の対象となる車両の種類を特定し、若しく

は遠隔操作型小型車が標示板が表示する交通の規制の対象となるかどうかを示すため必要な事項、交通の規制が行われている日

（国民の祝日に関する法律（昭和二十三年法律第百七十八号）に規定する休日を示す場合にあつては、「休日」と表示する。）又は

時間及び交通の規制が行われている場所までの距離を示す。

（二）　寸法

１　寸法が図示されているものについては、図示の寸法（その単位はセンチメートルとする。以下この備考において同じ。）を基準

とする。

２　高速道路等に設置する案内標識で、地名が表示されているものについては、地名を表示する文字の字数の多少により図示の横寸

法を拡大し、又は縮小することができる。

３　高速道路等に設置する案内標識については、図示の寸法の三倍まで拡大することができる。

４　高速道路等に設置する警戒標識については、設計速度が六十キロメートル毎時以上の高速道路等に設置する場合にあつては図示

の寸法の二倍まで、設計速度が百キロメートル毎時以上の高速道路等に設置する場合にあつては図示の寸法の二・五倍まで、それ

ぞれ拡大することができる。

５　高速道路等以外の道路に設置する「駐車場」を表示する案内標識については、便所を表す記号を表示する場合にあつては、図示

の横寸法を図示の寸法の二・五倍まで拡大することができる。

６　高速道路等以外の道路に設置する「駐車場」、「国道番号（（１１８―Ａ））」、「都道府県道番号（（１１８の２―Ａ））」、「総重量限

度緩和指定道路（（１１８の４―Ａ・Ｂ））」、「高さ限度緩和指定道路（（１１８の５―Ａ・Ｂ））」及び「まわり道（（１２０―Ａ））」

を表示する案内標識並びに警戒標識については、道路の形状又は交通の状況により特別の必要がある場合にあつては図示の寸法

（５に規定するところにより図示の横寸法を拡大する場合にあつては、当該拡大後の図示の寸法）の一・三倍、一・六倍又は二倍

に、それぞれ拡大することができる。

７　高速道路等以外の道路に設置する「登坂車線」、「国道番号（（１１８―Ｂ・Ｃ））」、「都道府県道番号（（１１８の２―Ｂ・Ｃ））」

及び「道路の通称名」を表示する案内標識については、道路の形状又は交通の状況により特別の必要がある場合にあつては、図示

の寸法の一・五倍又は二倍に、それぞれ拡大することができる。

８　高速道路等以外の道路に設置する「道路の通称名」を表示する案内標識については、表示する文字の字数により図示の横寸法

（「道路の通称名（（１１９―Ｃ））」を表示するものについては、縦寸法）を拡大することができる。

９　規制標識及び指示標識については、道路の設計速度、道路の形状又は交通の状況により特別の必要がある場合にあつては、図示

の寸法の二倍まで拡大し、又は図示の寸法の二分の一まで縮小することができる。

１０　「車両進入禁止」を表示する規制標識の標示板については、横の直径が縦の直径の一・五倍以下である長円形の曲板を用いる

ことができる。

（三）　色彩
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１　案内標識

（１）　高速道路等に設置するもので、「入口の方向」、「入口の予告」、「サービス・エリア、道の駅の予告（（１１６の２―Ｃ））」、

「非常電話」、「待避所」、「非常駐車帯」、「国道番号（（１１８―Ａ））」、「高さ限度緩和指定道路（（１１８の５―Ｃ・Ｄ））」及び

「まわり道」を表示するもの以外のものについては、文字、記号、矢印及び区分線を白色、地を緑色とする。ただし、「方面及び

距離（（１０６―Ｂ））」、「出口の予告」、「方面及び出口の予告」、「方面、車線及び出口の予告」、「方面及び出口」及び「出口」

を表示するものの出口番号を表示する部分並びに「サービス・エリア、道の駅の予告（（１１６の２―Ａ・Ｂ））」及び「サービ

ス・エリア」を表示するものの施設名を表示する部分については、文字を緑色、地を白色とし、「出口の予告」、「方面及び出口

の予告」、「方面、車線及び出口の予告」、「方面及び出口」及び「出口」を表示するものについて、別表第二備考一の（一）の１

５の規定によりＥＴＣ通行車専用出口を表す旨を表示する場合には当該ＥＴＣ通行車専用出口を表す旨を表示する部分の文字を

白色、地を紫色とし、同表備考一の（一）の１６の規定により方面を表示する場合には当該方面を表示する部分の文字を白色、

地を青色とし、「サービス・エリア、道の駅及び距離（（１１６））」を表示するものの道の駅を表示する部分並びに「方面及び出

口の予告（（１１０―Ａ））」及び「方面及び出口（（１１２―Ａ））」を表示するものの国道番号（（１１８―Ａ））を表示する部分

については、文字を白色、地を青色とし、「サービス・エリア、道の駅の予告」及び「サービス・エリア」を表示するものにつ

いて、同表備考一の（一）の２２の規定によりＥＴＣ通行車専用出口及び出口番号を表示する場合には当該ＥＴＣ通行車専用出

口を表示する部分の文字を白色、地を紫色とし、出口番号を表示する部分の文字を紫色、地を白色とする。

（２）　「入口の方向」及び「入口の予告」を表示するものについては、上部の文字を緑色、地を白色とし、下部の文字及び矢印を

白色、地を緑色とする。ただし、別表第二備考一の（一）の１０の規定により無料区間を表す旨を表示する場合には当該無料区

間を表す旨を表示する部分の文字を緑色、地を白色とし、有料区間を表す旨を表示する場合には当該有料区間を表す旨を表示す

る部分の文字を白色、地を緑色とし、同表備考一の（一）の１１の規定によりＥＴＣ通行車専用入口を表す旨を表示する場合に

は当該ＥＴＣ通行車専用入口を表す旨を表示する部分を白色の区分線で囲むとともに、当該部分の文字を白色、地を紫色とす

る。

（３）　「非常電話」を表示するものについては、文字及び地を白色、記号を黒色、わくを緑色とする。

（４）　「待避所」及び「国道番号（（１１８―Ａ））」を表示するものについては、文字、記号及び縁を白色、地を青色とする。

（５）　「非常駐車帯」を表示するものについては、文字及び記号を白色、地を緑色とする。

（６）　高速道路等のうち車両制限令第三条第一項第三号に規定する道路管理者が指定した道路に設置する「高さ限度緩和指定道路

（（１１８の５―Ｃ））」を表示するものについては、記号中の文字及び地を緑色、記号外の文字及び記号を白色とする。

（７）　高速道路等のうち車両制限令第三条第一項第三号に規定する道路管理者が指定した道路に設置する「高さ限度緩和指定道路

（（１１８の５―Ｄ））」を表示するものについては、記号中の文字及び地を緑色、記号外の文字、記号及び矢形を白色とする。

（８）　「まわり道（（１２０―Ａ））」を表示するものについては、文字及びわくを青色、矢印を赤色、地を白色とする。

（９）　「まわり道（（１２０―Ｂ））」を表示するものについては、通行の禁止、制限又は指定を表示する記号は、標示板に表示する

当該規制標識の種類に応じて別表第二備考一の（三）の３に規定するところによるものとし、文字、道路を表示する記号及び縁

を白色、矢印を黒色、地を青色とする。

（１０）　高速道路等以外の道路に設置する「市町村」、「都府県」、「著名地点」及び「主要地点」を表示するものについては、文

字、記号、矢印及び縁線を青色、縁及び地を白色とする。

（１１）　「方面、方向及び距離」を表示するものについては、文字、記号、矢印及び縁を白色、地を青色とする。ただし、方面と

して高速道路等の通称名を表示する部分については、文字、矢印及び縁を白色、地を緑色とする。

（１２）　高速道路等以外の道路に設置する「方面及び距離」、「駐車場」、「登坂車線」、「都道府県道番号（（１１８の２―Ａ））」、「エ

レベーター（（１２１―Ｃ））」、「エスカレーター（（１２２―Ｃ））」、「傾斜路（（１２３―Ｃ））」及び「便所（（１２６―Ｃ））」を

表示するものについては、文字、記号、矢印及び縁を白色、地を青色とする。

（１３）　高速道路等以外の道路に設置する「方面及び方向の予告」及び「方面及び方向」を表示するものについては、文字、記

号、矢印及び縁を白色、地を青色とする。ただし、方面として高速道路番号又は高速道路等の通称名を表示する場合には、次に

図示したものに準じて、当該高速道路番号又は当該通称名を表示する部分を白色の区分線で囲むとともに、当該部分の文字を白

色、地を緑色とする。

（１４）　「方面、方向及び道路の通称名の予告」及び「方面、方向及び道路の通称名」を表示するものについては、記号、矢印、

縁及び矢印外の文字を白色、矢印中の文字、区分線及び地を青色とする。

（１５）　「サービス・エリア、道の駅の予告（（１１６の２―Ｃ））」を表示するものについては、文字、記号及び区分線を白色、地

を青色とする。ただし、施設名を表示する部分については、文字を青色、地を白色とする。

（１６）　高速道路等以外の道路に設置する「国道番号（（１１８―Ｂ・Ｃ））」を表示するものについては、文字、縁及び区分線を

白色、地を青色、矢形を淡い赤色とする。

（１７）　高速道路等以外の道路に設置する「都道府県道番号（（１１８の２―Ｂ・Ｃ））」を表示するものについては、文字、縁及

び区分線を白色、地を青色、矢形を淡い黄色（道路法第五十六条の規定に基づき国土交通大臣が指定した主要な都道府県道に係

るものにあつては、淡い緑色）とする。

（１８）　車両制限令第三条第一項第二号イに規定する道路管理者が指定した道路に設置する「総重量限度緩和指定道路（（１１８

の４―Ａ））」を表示するものについては、文字、縁及び地を青色、記号及び縁線を白色とする。
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（１９）　車両制限令第三条第一項第二号イに規定する道路管理者が指定した道路に設置する「総重量限度緩和指定道路（（１１８

の４―Ｂ））」を表示するものについては、文字、縁及び地を青色、記号、矢形及び縁線を白色とする。

（２０）　高速道路等以外の道路のうち車両制限令第三条第一項第三号に規定する道路管理者が指定した道路に設置する「高さ限度

緩和指定道路（（１１８の５―Ａ））」を表示するものについては、記号中の文字、縁及び地を青色、記号外の文字、記号及び縁

線を白色とする。

（２１）　高速道路等以外の道路のうち車両制限令第三条第一項第三号に規定する道路管理者が指定した道路に設置する「高さ限度

緩和指定道路（（１１８の５―Ｂ））」を表示するものについては、記号中の文字、縁及び地を青色、記号外の文字、記号、矢形

及び縁線を白色とする。

（２２）　高速道路等以外の道路に設置する「道路の通称名」を表示するものについては、文字及び地を青色、矢形及び縁を白色と

する。

（２３）　「エレベーター（（１２１―Ａ・Ｂ））」、「エスカレーター（（１２２―Ａ・Ｂ））」、「傾斜路（（１２３―Ａ・Ｂ））」及び「便

所（（１２６―Ａ・Ｂ））」を表示するものについては、記号を青色の地に白色、矢印及び縁線を青色、縁及び地を白色とする。

（２４）　「乗合自動車停留所」及び「路面電車停留場」を表示するものについては、文字、矢印及び縁線を青色、記号を青色の地

に白色、縁及び地を白色とする。

（２５）　（１）本文、（２）本文、（１１）本文、（１２）、（１３）本文及び（１４）の規定にかかわらず、「入口の方向」、「方面、

方向及び距離」、「方面及び距離（（１０６―Ａ））」、「方面及び車線」、「方面及び方向の予告」、「方面及び方向」、「方面、方向及

び道路の通称名の予告」、「方面、方向及び道路の通称名」、「方面及び出口の予告（（１１０―Ｂ））」、「方面、車線及び出口の予

告」、「方面及び出口」、「出口」、「サービス・エリア、道の駅の予告（（１１６の２―Ｂ））」及び「サービス・エリア」を表示す

るものについては、必要がある場合は、矢印を白色以外の色とすることができる。

２　警戒標識

縁線、文字及び記号を黒色、縁及び地を黄色とする。ただし、「信号機あり」を表示するものについては記号の地を黒色、円形の

記号を右から赤色、黄色、青色（別表第二備考一の（一）の２７の規定により記号を縦にする場合においては、円形の記号を上か

ら赤色、黄色、青色）とし、「上り急
こう

勾配あり」及び「下り急
こう

勾配あり」を表示するものについては矢印を白色とする。

３　規制標識

（１）　「通行止め」、「車両通行止め」、「二輪の自動車以外の自動車通行止め」、「大型貨物自動車等通行止め」、「特定の最大積載量

以上の貨物自動車等通行止め」、「大型乗用自動車等通行止め」、「二輪の自動車・一般原動機付自転車通行止め」、「自転車以外の

軽車両通行止め」、「特定小型原動機付自転車・自転車通行止め」、「車両（組合せ）通行止め」、「大型自動二輪車及び普通自動二

輪車二人乗り通行禁止」、「車両横断禁止」、「転回禁止」、「追越しのための右側部分はみ出し通行禁止」、「追越し禁止」、「危険物

積載車両通行止め」、「重量制限」、「高さ制限」、「最大幅」、「最高速度」、「特定の種類の車両の最高速度」、「最低速度」、「一般原

動機付自転車の右折方法（小回り）」、「歩行者等通行止め」及び「歩行者等横断禁止」を表示するものについては、文字及び記

号を青色、斜めの帯及び枠を赤色、縁及び地を白色とする。ただし、「最高速度」、「特定の種類の車両の最高速度」及び「最低

速度」を表示するものについては、これを灯火により表示する場合においては、文字及び記号を白色又は黄色、地を黒色とする

ことができる。

（２）　「車両進入禁止」を表示するものについては、帯及び縁を白色、地を赤色とする。

（３）　「タイヤチェーンを取り付けていない車両通行止め」、「指定方向外進行禁止」、「時間制限駐車区間」、「自動車専用」、「特定

小型原動機付自転車・自転車専用」、「普通自転車等及び歩行者等専用」、「歩行者等専用」、「許可車両専用」、「許可車両（組合

せ）専用」、「広域災害応急対策車両専用」、「特定の種類の車両の通行区分」、「
けん

牽引自動車の高速自動車国道通行区分」、「専用通

行帯」、「普通自転車専用通行帯」、「路線バス等優先通行帯」、「
けん

牽引自動車の自動車専用道路第一通行帯通行指定区間」、「進行方

向別通行区分」、「一般原動機付自転車の右折方法（二段階）」、「環状の交差点における右回り通行」、「平行駐車」、「直角駐車」、

「斜め駐車」、「警笛鳴らせ」及び「警笛区間」を表示するものについては、文字、記号及び縁を白色、地を青色とする。

（４）　「一方通行」及び「特定小型原動機付自転車・自転車一方通行」を表示するものについては、記号及び縁線を白色、縁及び

地を青色とする。

（５）　「駐停車禁止」、「駐車禁止」及び「駐車余地」を表示するものについては、斜めの帯及び枠を赤色、文字及び縁を白色、地

を青色とする。

（６）　「車両通行区分」を表示するものについては、文字及び縁線を青色、縁及び地を白色とする。

（７）　「徐行」及び「前方優先道路」を表示するものについては、文字を青色、枠を赤色、縁及び地を白色とする。

（８）　「一時停止」を表示するものについては、文字及び縁線を白色、縁及び地を赤色とする。

４　指示標識

（１）　「並進可」、「軌道敷内通行可」、「高齢運転者等標章自動車駐車可」、「駐車可」、「高齢運転者等標章自動車停車可」、「停車

可」、「優先道路」、「中央線」、「停止線」及び「安全地帯」を表示するものについては、文字、記号及び縁を白色、地を青色とす

る。

（２）　「横断歩道」、「自転車横断帯」及び「横断歩道・自転車横断帯」を表示するものについては、記号及び縁線を白色、縁及び

地を青色とする。

（３）　「規制予告」を表示するものについては、記号は、標示板に表示する当該規制標識又は指示標識の種類に応じて別表第二備

考一の（三）の３並びに４の（１）及び（２）に規定するところによるものとし、「規制予告（（４０９―Ａ））」を表示するもの

については、文字及び縁線を青色、地を白色とし、「規制予告（（４０９―Ｂ））」を表示するものについては、文字、道路を表示

する記号及び縁を白色、矢印を黒色、地を青色とする。

（四）　文字の形

文字の形は、次に図示したものを基準とする。
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（五）　文字等の大きさ等

１　寸法が図示されている文字及び記号の大きさは、図示の寸法を基準とする。

２　高速道路等以外の道路に設置する案内標識で、「入口の方向」、「入口の予告」、「方面、方向及び道路の通称名の予告」、「方面、

方向及び道路の通称名」、「著名地点（（１１４―Ｂ））」、「非常電話」、「待避所」、「非常駐車帯」、「駐車場」、「登坂車線」、「国道番

号」、「都道府県道番号」、「総重量限度緩和指定道路」、「高さ限度緩和指定道路（（１１８の５―Ａ・Ｂ））」、「道路の通称名」及び

「まわり道」を表示するもの以外のものの文字の大きさは、道路の設計速度に応じ、次の表の下欄に掲げる値（ローマ字にあつて

は、その二分の一の値）を基準とする。ただし、必要がある場合にあつては、これを一・五倍、二倍、二・五倍又は三倍に、それ

ぞれ拡大することができる。

設計速度（単位　キロメートル毎時） 文字の大きさ（単位　センチメートル）

七〇以上 三〇

四〇、五〇又は六〇 二〇

三〇以下 一〇

３　「方面、方向及び道路の通称名の予告」及び「方面、方向及び道路の通称名」を表示する案内標識については、矢印外の文字の

大きさは、２の規定によるものとし、矢印中の文字の大きさは、矢印外の文字の大きさの〇・六倍の大きさとする。

４　「著名地点（（１１４―Ｂ））」を表示する案内標識の文字の大きさは、十センチメートルを標準とする。

５　「市町村」、「都府県」並びに「方面、方向及び距離」、「方面及び距離」、「方面及び車線」、「方面及び方向の予告」、「方面及び方

向」、「方面、方向及び道路の通称名の予告」、「方面、方向及び道路の通称名」、「方面及び出口の予告」、「方面、車線及び出口の予

告」、「方面及び出口」及び「著名地点」を表示する案内標識に、それぞれ市町村章、都府県章及び公共施設等の形状等を表す記号

を表示する場合の当該記号の大きさは、日本字の大きさの一・七倍以下の大きさとする。

６　都市高速道路等に設置する「方面及び方向」を表示する案内標識に路線を表す記号を表示する場合の当該記号の大きさは、経由

路線を表す記号については日本字の大きさの一・六倍以下、方面としての路線を表す記号については日本字の大きさの〇・九倍以

下の大きさとする。

７　高速道路等以外の道路に設置する「駐車場」を表示する案内標識に便所を表す記号を表示する場合の当該記号の大きさは、駐車

場を表示する記号の〇・七倍以下の大きさとする。

８　縁、縁線及び区分線の太さは、次の寸法を基準とする。

（１）　案内標識

縁は、高速道路等以外の道路に設置するもので、「待避所」、「駐車場」及び「まわり道（（１２０―Ｂ））」を表示するものについ

ては九ミリメートル、「国道番号（（１１８―Ａ））」、「都道府県道番号（（１１８の２―Ａ））」、「総重量限度緩和指定道路（（１１

８の４―Ａ・Ｂ））」及び「高さ限度緩和指定道路（（１１８の５―Ａ・Ｂ））」を表示するものについては十六ミリメートル、「登

坂車線」を表示するものについては十ミリメートル、「国道番号（（１１８―Ｂ・Ｃ））」、「都道府県道番号（（１１８の２―Ｂ・

Ｃ））」及び「道路の通称名」を表示するものについては八ミリメートル、その他のものについては日本字の大きさの二十分の一

以上の太さとし、縁線及び区分線は、日本字の大きさの二十分の一以上の太さとする。

（２）　警戒標識

縁及び縁線は、十二ミリメートルとする。

（３）　規制標識

縁は十五ミリメートルとし、縁線は「一時停止」及び「車両通行区分」を表示するものについては十五ミリメートル、「一方通

行」及び「特定小型原動機付自転車・自転車一方通行」を表示するものについては十二ミリメートルとする。

（４）　指示標識

縁は、「横断歩道」、「自転車横断帯」及び「横断歩道・自転車横断帯」を表示するものについては十二ミリメートル、「規制予告

（（４０９―Ｂ））」を表示するものについては九ミリメートル、その他のものについては十五ミリメートルとし、縁線は十二ミリ

メートル、「規制予告（（４０９―Ｂ））」を表示するものについては九ミリメートルとする。

（六）　車両の種類の略称

規制標識に車両の種類を記載するときは、次の表の上欄に掲げる車両について、それぞれ同表の下欄に掲げる略称を用いることがで

きる。

車両の種類 略称

大型自動車 大型

大型自動車、特定中型自動車及び大型特殊自動車 大型等

中型自動車 中型

特定中型自動車 特定中型

準中型自動車 準中型

普通自動車 普通

大型特殊自動車 大特

大型自動二輪車及び普通自動二輪車（道路交通法施行規則第二条の表備考の規定により二輪の自動車とみなされ、か

つ、同表の大型自動二輪車又は普通自動二輪車に区分される三輪の自動車を含む。）

自二輪

長さが三・四〇メートル以下、幅が一・四八メートル以下、高さが二・〇〇メートル以下の普通自動車（内燃機関を原

動機とする自動車にあつては、総排気量が〇・六六〇リットル以下のものに限る。）

軽

小型特殊自動車 小特

一般原動機付自転車 原付
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特定小型原動機付自転車 特定原付

特例特定小型原動機付自転車 特例特定原付

二輪の自動車及び一般原動機付自転車 二輪

道路交通法施行規則第二十四条第二項に規定する小型二輪車及び一般原動機付自転車 小二輪

普通自転車 自転車

トロリーバス トロリー

専ら人を運搬する構造の自動車 乗用

大型乗用自動車 大乗

中型乗用自動車 中乗

特定中型乗用自動車 特定中乗

準中型乗用自動車 準中乗

大型乗用自動車及び特定中型乗用自動車 バス

乗車定員が三〇人以上の大型乗用自動車 大型バス

大型バス以外の大型乗用自動車及び特定中型乗用自動車 マイクロ

道路運送法（昭和二十六年法律第百八十三号）第九条第一項に規定する一般乗合旅客自動車運送事業者による同法第五

条第一項第三号に規定する路線定期運行の用に供する自動車

路線バス

普通乗用自動車 普乗

道路運送法第三条第一号ハに規定する一般乗用旅客自動車運送事業の用に供する自動車 タクシー

大型乗用自動車以外の大型自動車、中型乗用自動車以外の中型自動車、準中型乗用自動車以外の準中型自動車及び普通

乗用自動車以外の普通自動車

貨物

大型乗用自動車以外の大型自動車 大貨

大型乗用自動車以外の大型自動車、特定中型乗用自動車以外の特定中型自動車及び大型特殊自動車 大貨等

中型乗用自動車以外の中型自動車 中貨

特定中型乗用自動車以外の特定中型自動車 特定中貨

準中型乗用自動車以外の準中型自動車 準中貨

普通乗用自動車以外の普通自動車 普貨

重被
けん

牽引車を
けん

牽引している
けん

牽引自動車 けん引

高齢運転者等標章自動車 標章車

二　補助標識板（補助標識の標示板をいう。）

（一）　表示

１　補助標識（「車両の種類（（５０３―Ｄ））」、「駐車時間制限」、「始まり（（５０５―Ｂ・Ｃ））」、「区域内」、「終わり（（５０７―

Ｂ～Ｄ））」、「通学路」、「追越し禁止」、「前方優先道路」、「踏切注意」、「横風注意」、「動物注意」、「注意」、「始点」及び「終点」

を表示するものを除く。）に係る図示の文字及び記号（「車両の種類（（５０３―Ｃ））」にあつては、「３」に限る。）は、例示とす

る。

２　「日・時間」を表示する補助標識において国民の祝日に関する法律に規定する休日を示す場合にあつては、「休日」と表示する。

３　「日・時間」に係る図示の「８―２０」は、八時から二十時までであることを示す。

４　「車両の種類（（５０３―Ｂ））」を表示する補助標識の標示板の記号は、「二輪の自動車以外の自動車通行止め」、「大型貨物自動

車等通行止め」、「大型乗用自動車等通行止め」、「二輪の自動車・一般原動機付自転車通行止め」、「自転車以外の軽車両通行止め」

及び「特定小型原動機付自転車・自転車通行止め」を表示する規制標識に係る図示の記号（当該記号の鏡像である記号を含む。）

を用いるものとし、その記号は当該規制標識が表示する通行の禁止に係る種類の車両を表示するものとする。

５　「車両の種類（（５０３―Ｃ））」を表示する補助標識の標示板に示される重量の単位は、トンとする。

（二）　寸法

１　図示の寸法を基準とする。

２　補助標識は、その附置される本標識板の拡大率又は縮小率と同じ比率で拡大し、又は縮小することができる。

（三）　色彩

１　地を白色、矢印を用いるときはこれを赤色又は黒色、文字又は矢印以外の記号を用いるときはこれを黒色とする。ただし、「車

両の種類（（５０３―Ｄ））」を表示する補助標識については地を淡い黄色、文字を黒色とし、「終わり（（５０７―Ｃ））」を表示す

る補助標識については、斜めの帯及び枠を青色、縁及び地を白色とする。

２　高速道路等に設置する案内標識に附置する場合にあつては、１の本文の規定にかかわらず、文字及び矢印を緑色、地を白色とす

る。

３　灯火により表示する場合において、別表第二備考一の（三）の３の（１）のただし書の規定による色彩を用いた規制標識に附置

するときにあつては、１の本文の規定にかかわらず、文字及び記号を白色又は黄色、地を黒色とすることができる。

（四）　文字の形

一の（四）を準用する。

（五）　車両の種類の略称

車両の種類を表示するときは、一の（六）の規定に準じて略称を用いることができる。

（六）　遠隔操作型小型車の略称

遠隔操作型小型車を表示するときは、「遠隔小型」という略称を用いることができる。

三　柱

（一）　寸法

図示の寸法を基準とする。ただし、「著名地点（（１１４―Ｂ））」を表示する案内標識を設置する場合には、必要があるときは、路面

から標示板の下端までの高さを百センチメートルまで低くすることができる。

（二）　色彩

原則として、灰色又は白色とする。

四　その他

（一）　取付け方等

47



１　本標識板及び補助標識板の取付け方は、図示の取付け方を基準とする。ただし、必要があり、かつ、適当と認められる場合にお

いては、次の図の例によることができる。

２　同一場所に二以上の道路標識を設置する場合においては、その本標識板及び補助標識板を一の柱に取り付けることができる。

３　２により一の柱に二以上の本標識板が上下に取り付けられる場合で、それぞれの本標識が表示する禁止、制限又は指定の区間の

終わりを「終わり（（５０７―Ｃ））」を表示する補助標識によつて示す必要があるときは、下方の本標識に係る補助標識は省略す

るものとする。

４　道路標識を設置する場合において、１から３までの規定によつて設置することが適当でないと認められるときは、標示板を信号

機、電柱その他工作物に取り付けることができる。

５　区域を定めて行う交通の規制を表示する道路標識（以下「区域規制標識」という。）を設置する場合には、当該区域規制標識に

白色又は灰色の長方形の背板を設けることができる。この場合において、当該背板に文字又は記号を表示してはならない。

６　５により一の背板を設けて二以上の区域規制標識を上下に設置する場合で、それぞれの区域規制標識に係る本標識が表示する禁

止、制限又は指定の区域の始まり、区域内又は区域の終わりを「始まり（（５０５―Ｃ））」、「区域内」又は「終わり（（５０７―

Ｄ））」を表示する補助標識によつて示す必要があるときは、当該本標識のうち上方のものに係る補助標識は省略するものとする。

７　可変式の道路標識を設置する場合には、当該道路標識に白色又は灰色（画像表示用装置に表示される道路標識にあつては、白

色、灰色又は黒色）の正方形又は長方形の背板を設けることができる。この場合において、当該背板に文字又は記号を表示しては

ならない。

（二）　反射材料等

道路標識には原則として反射材料を用い、又は反射装置若しくは夜間照明装置を施すものとする。

別表第三（第五条関係）

種類 番号 設置場所

車道中央線 （１０１） 車道（軌道敷である部分を除く。以下この表及び別表第四において同じ。）の幅員が五・五メートル以上

の区間内の中央を示す必要がある車道の中央

車線境界線 （１０２） 四車線以上の車道の区間内の車線の境界線を示す必要がある区間の車線の境界

車道外側線 （１０３） 車道の外側の縁線を示す必要がある区間の車道の外側

歩行者横断指導線 （１０４） 歩行者の車道の横断を指導する必要がある場所

車道幅員の変更 （１０５） 異なる幅員の車道の接続点で、車道の幅員の変更を示す必要がある場所

路上障害物の接近 （１０６） 車道における路上障害物の接近を示す必要がある場所

導流帯 （１０７） 車両の安全かつ円滑な走行を誘導する必要がある場所

路上駐車場 （１０８） 路上駐車場の外縁（歩道に接するものを除く。）

別表第四（第六条関係）

車道中央線（１０１） 車線境界線（１０２）

記号 色彩 記号 色彩
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四車線以上の車道に設置するとき

白

白
又は

二車線以上の車道に設置するとき

（石又はこれに類するものによる場合）
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（石又はこれに類するものによる場合）

二車線以上の車道に設置するとき

白

（高速道路等の入口、出口、分岐点、登坂車線又は乗合自動車停留所（以下「高速

道路等の入口等」という。）の附近に設置する場合）

車道外側線（１０３） 歩行者横断指導線（１０４）

記号 色彩 記号 色彩

白

白（道路
びょう

鋲 による場合）

車道幅員の変更（１０５） （道路
びょう

鋲 による場合）
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記号 色彩

白

（石又はこれに類するものによる場合）

白

路上障害物の接近（１０６） 導流帯（１０７）

記号 色彩 記号 色彩

（片側に避ける場合）

白

白

路上駐車場（１０８）

（両側に避ける場合） 記号 色彩
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白

備考

一　表示

（一）　道路
びよう

鋲 による場合及び石又はこれに類するものによる場合の様式以外の図示の様式は、「車道中央線」、「車線境界線」及び「車

道外側線」を実線で表示するものについては、ペイント又は石若しくはこれに類するものによる場合の様式とし、その他のものにつ

いては、ペイントによる場合の様式とする。

（二）　「車道中央線」を表示するものは、二車線の車道の区間に設ける場合においても、特に必要があるときは、四車線の車道の区間

に設けるものと同じ様式のものを設置することができる。

（三）　「導流帯」を表示するものに係る図示の記号は、例示とする。

二　寸法

図示の寸法（その単位はメートルとする。）を基準とする。

三　反射材料等

区画線には、必要に応じ、反射材料を用い、又は反射装置を施すものとする。

別表第五（第九条関係）

規制標示

種類 番号 表示する意味 設置場所

転回禁止 （ １ ０

１）

交通法第二十五条の二第二項の道路標示により、車両の転回を禁止す

ること。

車両の転回を禁止する道路の区間又は場

所の前面及び道路の区間又は場所内の必

要な地点

追 越 し の

た め の 右

側 部 分 は

み 出 し 通

行禁止

（ １ ０

２）

交通法第十七条第五項第四号の道路標示により、車両が追越しのため

右側部分にはみ出して通行することを禁止すること。

車両が追越しのため右側部分にはみ出し

て通行することを禁止する道路の区間

進 路 変 更

禁止

（ １ ０

２ の

２）

交通法第二十六条の二第三項の道路標示により、車両通行帯を通行し

ている車両の進路の変更を禁止すること。

車両の進路の変更を禁止する道路の区間

駐 停 車 禁

止

（ １ ０

３）

交通法第四十四条第一項の道路標示により、車両の駐車及び停車を禁

止すること。

車両の駐車及び停車を禁止する道路の区

間の左側の歩道

駐車禁止 （ １ ０

４）

交通法第四十五条第一項の道路標示により、車両の駐車を禁止するこ

と。

車両の駐車を禁止する道路の区間の左側

の歩道

最高速度 （ １ ０

５）

交通法第二十二条の道路標示により、車両（原動機付自転車、他の車

両を
けん

牽引している自動車及び緊急自動車を除く。）及び路面電車の最高

速度を指定し、原動機付自転車及び他の車両を
けん

牽引している自動車の

最高速度につき交通法施行令に規定する最高速度以下の速度とする場

合における当該最高速度を指定し、並びに緊急自動車の最高速度につ

き交通法施行令に規定する最高速度以上の速度とする場合における当

該最高速度を指定すること。

車両（原動機付自転車、他の車両を
けん

牽引

している自動車及び緊急自動車を除く。）

及び路面電車の最高速度を指定し、原動

機付自転車及び他の車両を
けん

牽引している

自動車の最高速度につき交通法施行令に

規定する最高速度以下の速度とする場合

における当該最高速度を指定し、並びに

緊急自動車の最高速度につき交通法施行

令に規定する最高速度以上の速度とする

場合における当該最高速度を指定する区

域内又は道路の区間内の必要な地点

立 入 り 禁

止部分

（ １ ０

６）

交通法第十七条第六項の道路標示により、車両の通行の用に供しない

部分であることを表示すること。

車両の通行の用に供しない部分であるこ

とを表示する場所

停 止 禁 止

部分

（ １ ０

７）

交通法第五十条第二項の道路標示により、車両及び路面電車がその進

行しようとする進路の前方の車両及び路面電車の状況により停止する

こととなるおそれがあるときは入つてはならない部分（以下この項に

おいて「停止禁止部分」という。）を区画すること。

停止禁止部分を区画する場所
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路側帯 （ １ ０

８）

交通法第二条第一項第三号の四に規定する路側帯であること。 路側帯を設ける道路の区間

駐 停 車 禁

止路側帯

（ １ ０

８ の

２）

交通法第二条第一項第三号の四及び第四十七条第三項の道路標示によ

り、路側帯における車両の駐車及び停車を禁止すること。

路側帯における車両の駐車及び停車を禁

止する道路の区間

歩 行 者 用

路側帯

（ １ ０

８ の

３）

交通法第二条第一項第三号の四、第十七条の三第一項及び第四十七条

第三項の道路標示により、路側帯における特例特定小型原動機付自転

車及び軽車両の通行並びに車両の駐車及び停車を禁止すること。

路側帯における特例特定小型原動機付自

転車及び軽車両の通行並びに車両の駐車

及び停車を禁止する道路の区間

車 両 通 行

帯

（ １ ０

９）

交通法第二条第一項第七号に規定する車両通行帯であること。 車両通行帯を設ける道路の区間

優 先 本 線

車道

（ １ ０

９ の

２）

交通法第七十五条の六第一項の道路標示により、自動車（緊急自動車

を除く。）が他の本線車道に入ろうとする場合において、当該本線車道

を通行する自動車があるときは当該自動車の進行妨害をしてはならな

いこととする場合の当該本線車道（以下この項において「優先本線車

道」という。）を指定すること。

優先本線車道であることを指定する必要

がある場所

車 両 通 行

区分

（ １ ０

９ の

３）

交通法第二十条第二項の道路標示により、車両通行帯の設けられた道

路において、同条第一項に規定する通行の区分と異なる通行の区分を

指定すること。

車両の通行の区分を指定する道路の区間

の前面及び道路の区間内の必要な地点

特 定 の 種

類 の 車 両

の 通 行 区

分

（ １ ０

９ の

４）

交通法第二十条第二項の道路標示により、車両通行帯の設けられた道

路において、車両の種類を特定して同条第一項に規定する通行の区分

と異なる通行の区分を指定すること。

車両の種類を特定して通行の区分を指定

する道路の区間の前面及び道路の区間内

の必要な地点

けん

牽引 自 動

車 の 高 速

自 動 車 国

道 通 行 区

分

（ １ ０

９ の

５）

交通法第七十五条の八の二第三項の道路標示により、車両通行帯の設

けられた高速自動車国道の本線車道において、重被
けん

牽引車を
けん

牽引して

いる
けん

牽引自動車の通行の区分を指定すること。

重被
けん

牽引車を
けん

牽引している
けん

牽引自動車の

通行の区分を指定する高速自動車国道の

区間の前面及び高速自動車国道の区間内

の必要な地点

専 用 通 行

帯

（ １ ０

９ の

６）

交通法第二十条第二項の道路標示により、車両通行帯の設けられた道

路において、特定の車両が通行しなければならない車両通行帯（以下

この項において「専用通行帯」という。）を指定し、かつ、他の車両

（当該特定の車両が普通自転車である場合にあつては特定小型原動機付

自転車及び軽車両を除き、当該特定の車両が普通自転車以外の車両で

ある場合にあつては小型特殊自動車、原動機付自転車及び軽車両を除

く。）が通行しなければならない車両通行帯として専用通行帯以外の車

両通行帯を指定すること。

専用通行帯の前面及び専用通行帯内の必

要な地点

路 線 バ ス

等 優 先 通

行帯

（ １ ０

９ の

７）

交通法第二十条の二第一項の道路標示により、路線バス等の優先通行

帯であることを表示すること。

路線バス等の優先通行帯の前面及び路線

バス等の優先通行帯内の必要な地点

けん

牽引 自 動

車 の 自 動

車 専 用 道

路 第 一 通

行 帯 通 行

指定区間

（ １ ０

９ の

８）

交通法第七十五条の八の二第二項の道路標示により、車両通行帯の設

けられた自動車専用道路の本線車道において、重被
けん

牽引車を
けん

牽引して

いる
けん

牽引自動車が第一通行帯を通行しなければならない自動車専用道

路の区間を指定すること。

重被
けん

牽引車を
けん

牽引している
けん

牽引自動車が

第一通行帯を通行しなければならない区

間として指定する自動車専用道路の区間

に係る第一通行帯の前面及び当該第一通

行帯内の必要な地点

進 行 方 向

別 通 行 区

分

（ １ １

０）

交通法第三十五条第一項の道路標示により、車両通行帯の設けられた

道路において、車両（特定小型原動機付自転車、軽車両及び右折につ

き一般原動機付自転車が交通法第三十四条第五項本文の規定によるこ

ととされる交差点において左折又は右折をする一般原動機付自転車を

除く。以下この項において同じ。）が交差点で進行する方向に関する通

行の区分を指定すること。

車両が交差点で進行する方向に関する通

行の区分を指定する道路の区間の前面及

び道路の区間内の必要な地点

右 左 折 の

方法

（ １ １

１）

交通法第三十四条第一項、第二項又は第四項の道路標示により、車両

（特定小型原動機付自転車、軽車両及び右折につき一般原動機付自転車

が交通法第三十四条第五項本文の規定によることとされる交差点にお

いて右折をする一般原動機付自転車を除く。以下この項において同じ

。）が交差点において右折又は左折するときに通行すべき部分を指定す

ること。

車両が交差点において右折又は左折する

ときに通行すべき部分を指定する交差点

又はその直近の必要な地点

環 状 交 差

点 に お け

る 左 折 等

の方法

（ １ １

１ の

２）

交通法第三十五条の二第一項又は第二項の道路標示により、車両が環

状交差点において左折若しくは右折し、又は直進若しくは転回すると

きに通行すべき部分を指定すること。

車両が環状交差点において左折若しくは

右折し、又は直進若しくは転回するとき

に通行すべき部分を指定する環状交差点

又はその直近の必要な地点

平行駐車 （ １ １

２）

交通法第四十八条の道路標示により、車両が道路標示によつて区画さ

れた部分に入つて道路の側端（分離帯の側端を含む。以下斜め駐車の

項までにおいて同じ。）に対し平行に駐車すべきこと（時間制限駐車区

間にあつては、交通法第四十九条の三第三項の道路標示により、車両

が駐車することができる道路の部分を指定し、かつ、車両が道路標示

車両が道路標示によつて区画された部分

に入つて道路の側端に対し平行に駐車す

べきこと（時間制限駐車区間にあつては、

車両が駐車することができる道路の部分

として指定し、かつ、車両が道路標示に

よつて区画された部分に入つて道路の側
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によつて区画された部分に入つて道路の側端に対し平行に駐車すべき

こと）を指定すること。

端に対し平行に駐車すべきこと）を指定

する場所

直角駐車 （ １ １

３）

交通法第四十八条の道路標示により、車両が道路標示によつて区画さ

れた部分に入つて道路の側端に対し直角に駐車すべきこと（時間制限

駐車区間にあつては、交通法第四十九条の三第三項の道路標示により、

車両が駐車することができる道路の部分を指定し、かつ、車両が道路

標示によつて区画された部分に入つて道路の側端に対し直角に駐車す

べきこと）を指定すること。

車両が道路標示によつて区画された部分

に入つて道路の側端に対し直角に駐車す

べきこと（時間制限駐車区間にあつては、

車両が駐車することができる道路の部分

として指定し、かつ、車両が道路標示に

よつて区画された部分に入つて道路の側

端に対し直角に駐車すべきこと）を指定

する場所

斜め駐車 （ １ １

４）

交通法第四十八条の道路標示により、車両が道路標示によつて区画さ

れた部分に入つて道路の側端に対し斜めに駐車すべきこと（時間制限

駐車区間にあつては、交通法第四十九条の三第三項の道路標示により、

車両が駐車することができる道路の部分を指定し、かつ、車両が道路

標示によつて区画された部分に入つて道路の側端に対し斜めに駐車す

べきこと）を指定すること。

車両が道路標示によつて区画された部分

に入つて道路の側端に対し斜めに駐車す

べきこと（時間制限駐車区間にあつては、

車両が駐車することができる道路の部分

として指定し、かつ、車両が道路標示に

よつて区画された部分に入つて道路の側

端に対し斜めに駐車すべきこと）を指定

する場所

特 例 特 定

小 型 原 動

機 付 自 転

車 ・ 普 通

自 転 車 歩

道通行可

（ １ １

４ の

２）

交通法第十七条の二第一項及び第六十三条の四第一項第一号の道路標

示により、特例特定小型原動機付自転車及び普通自転車が歩道を通行

することができることとすること。

特例特定小型原動機付自転車及び普通自

転車が歩道を通行することができること

とする道路の区間内の必要な地点

特 例 特 定

小 型 原 動

機 付 自 転

車 ・ 普 通

自 転 車 の

歩 道 通 行

部分

（ １ １

４ の

３）

交通法第十七条の二第一項及び第六十三条の四第一項第一号の道路標

示により、特例特定小型原動機付自転車及び普通自転車が歩道を通行

することができることとし、かつ、交通法第十七条の二第二項及び第

六十三条の四第二項の道路標示により、特例特定小型原動機付自転車

及び普通自転車が歩道を通行する場合において、通行すべき歩道の部

分を指定すること。

特例特定小型原動機付自転車及び普通自

転車が歩道を通行することができること

とし、かつ、通行すべき部分として指定

する歩道の区間又は場所

普 通 自 転

車 の 交 差

点 進 入 禁

止

（ １ １

４ の

４）

交通法第六十三条の七第二項の道路標示により、普通自転車が当該道

路標示を越えて交差点に進入することを禁止すること。

普通自転車が交差点又はその手前の直近

において当該交差点に入つてはならない

ことを示す必要がある場所

終わり （ １ １

５）

「転回禁止」、「最高速度」、「車両通行区分」、「専用通行帯」又は「路線

バス等優先通行帯」を表示する規制標示が表示する交通の規制が行わ

れている道路の区間の終わりを示すこと。

「転回禁止」、「最高速度」、「車両通行区

分」、「専用通行帯」又は「路線バス等優

先通行帯」を表示する規制標示が表示す

る交通の規制が行われている道路の区間

の終わりの地点

指示標示

種類 番号 表示する意味 設置場所

横断歩道 （２０１） 交通法第二条第一項第四号に規定する横断歩道であること。 横断歩道を設ける場所

斜め横断可 （２０１の

２）

交通法第十二条第二項の道路標示により、歩行者等が交差点にお

いて斜めに道路を横断することができることとすること。

歩行者等が斜めに道路を横断することがで

きることとする交差点の必要な地点

自転車横断

帯

（２０１の

３）

交通法第二条第一項第四号の二に規定する自転車横断帯であるこ

と。

自転車横断帯を設ける場所

右側通行 （２０２） 交通法第十七条第五項第五号の道路標示により、
こう

勾配の急な道路

のまがりかど附近について、車両が道路の中央から右の部分を通

行することができることとすること。

こう

勾配の急な道路のまがりかど附近について

車両が道路の中央から右の部分を通行する

ことができることとする場所

停止線 （２０３） 車両が停止する場合の位置であること。 車両の停止位置を示す必要がある地点

二段停止線 （２０３の

２）

二輪の自動車、原動機付自転車及び軽車両（以下この項において

「二輪」という。）が停止する場合の位置及び二輪以外の車両が停

止する場合の位置が、それぞれ二本の線のうちより前方の線の位

置及びより後方の線の位置であること。

二輪及び二輪以外の車両について、それぞ

れ異なる停止位置を示す必要がある地点

進行方向 （２０４） 車両が進行することができる方向であること。 車両が進行することができる方向を示す必

要がある地点

中央線 （２０５） 道路の中央であること又は交通法第十七条第四項の道路標示によ

る中央線であること。

道路の中央を示す必要がある道路の区間

車線境界線 （２０６） 四車線以上の道路の区間内の車線の境界であること。 車線の境界を示す必要がある道路の区間

安全地帯 （２０７） 交通法第二条第一項第六号に規定する安全地帯（島状の施設のも

のを除く。以下この項において同じ。）であること。

安全地帯を設ける場所

安全地帯又

は路上障害

物に接近

（２０８） 安全地帯又は路上障害物に接近しつつあること。 安全地帯又は路上障害物に接近しつつある

ことを示す必要がある場所
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導流帯 （２０８の

２）

車両の安全かつ円滑な走行を誘導するために設けられた場所であ

ること。

車両の走行を誘導する必要がある場所

路面電車停

留場

（２０９） 路面電車の停留場であること。 路面電車の停留場を示す必要がある場所

横断歩道又

は自転車横

断帯あり

（２１０） 前方に横断歩道又は自転車横断帯があること。 前方に横断歩道又は自転車横断帯があるこ

とをあらかじめ示す必要がある地点

前方優先道

路

（２１１） 当該道路と交差する前方の道路が交通法第三十六条第二項に規定

する優先道路であること。

当該道路と交差する前方の道路が優先道路

であることをあらかじめ示す必要がある

地点

備考　「特例特定小型原動機付自転車・普通自転車歩道通行可」及び「特例特定小型原動機付自転車・普通自転車の歩道通行部分」を表

示する規制標示のうち、「特例特定原付を除く」の文字が表示されているものの意味については、特例特定小型原動機付自転車が当該規制

標示が表示する交通の規制の対象となる車両でないことを示すものとする。

別表第六（第十条関係）

規制標示

転回禁止（１０１）

文字及び記号 色彩

図示の「８―２０」は、車両の転回を禁止する時間が八時から二十時までであることを示す。

黄

追越しのための右側部分はみ出し通行禁止（１０２）

記号 色彩

一　図示の道路のＡ及びＢの部分を通行する車両に対して、追越しのため右側部分にはみ出して通行する

ことを禁止する場合

（一）

（二）

二　図示の道路のＢの部分を通行する車両に対して、追越しのため右側部分にはみ出して通行することを

禁止する場合

黄

進路変更禁止（１０２の２）

記号 色彩

図示のＡの車両通行帯を通行する車両がＢの車両通行帯を通行すること及びＢの車両通行帯を通行する車

両がＡの車両通行帯を通行することを禁止することを示す。

黄
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図示のＢの車両通行帯を通行する車両がＡの車両通行帯を通行することを禁止することを示す。

駐停車禁止（１０３）

記号 色彩

黄

駐車禁止（１０４）

記号 色彩

黄

最高速度（１０５）

文字 色彩

黄

立入り禁止部分（１０６）

記号 色彩
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黄（縁線）

白（斜線）

停止禁止部分（１０７）

記号 色彩

白

路側帯（１０８）

記号 色彩
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白

駐停車禁止路側帯（１０８の２）

記号 色彩

白

歩行者用路側帯（１０８の３）

記号 色彩
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白

車両通行帯（１０９）

記号 色彩

一　高速自動車国道の本線車道以外の道路の区間に設けられる車両通行帯

（一）　ペイント又はこれに類するものによるとき

又は

（二）　道路
びよう

鋲 、石又はこれらに類するものによるとき

二　高速自動車国道の本線車道に設けられる車両通行帯

白

優先本線車道（１０９の２）

記号 色彩
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白

車両通行区分（１０９の３）

文字 色彩

図示の文字は、通行区分を指定された車両通行帯及び車両の種類を示す。

白

特定の種類の車両の通行区分（１０９の４）

文字 色彩

図示の文字は、通行区分を指定された車両通行帯及び車両の種類を示す。

白

けん

牽引自動車の高速自動車国道通行区分（１０９の５）

文字 色彩

図示の文字は、通行区分を指定された車両通行帯及び車両の種類を示す。

白

専用通行帯（１０９の６）

文字 色彩

図示の文字は、専用通行帯を通行しなければならない車両の種類を示す。

白

路線バス等優先通行帯（１０９の７）

文字 色彩
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白

けん

牽引自動車の自動車専用道路第一通行帯通行指定区間（１０９の８）

文字 色彩

白

進行方向別通行区分（１１０）
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記号 色彩

白

右左折の方法（１１１）

記号 色彩

右折するときに矢印の示す方向により中央の標示に沿つた部分を通行しなければならないことを示す。

左折又は右折をするときに矢印の示す方向により破線に沿つた部分を通行しなければならないことを示

す。

左折又は右折をした後に通行する車両通行帯に入るように左折又は右折することを示す。

白

環状交差点における左折等の方法（１１１の２）

記号 色彩
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左折若しくは右折し、又は直進若しくは転回するときに矢印の示す方向により破線に沿つた部分を通行し

なければならないことを示す。

白

平行駐車（１１２）

記号 色彩

一　一台の車両の駐車すべき道路の部分であることを示す場合

二　二台以上の車両の駐車すべき道路の部分であることを示す場合

白

直角駐車（１１３）

記号 色彩

白

斜め駐車（１１４）

記号 色彩
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白

特例特定小型原動機付自転車・普通自転車歩道通行可（１１４の２）

記号 色彩

白

特例特定小型原動機付自転車・普通自転車の歩道通行部分（１１４の３）

記号 色彩

白

普通自転車の交差点進入禁止（１１４の４）

記号 色彩
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黄（実線）

白（矢印及び自転車の記号）

終わり（１１５）

文字及び記号 色彩

黄（下）

白（上）

指示標示

横断歩道（２０１）

記号 色彩
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白

斜め横断可（２０１の２）

記号 色彩

一　時間を限定して行う場合

又は

二　終日行う場合

（一）

又は

（二）

又は

白

自転車横断帯（２０１の３）

記号 色彩
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白

右側通行（２０２）

記号 色彩

白

停止線（２０３）

記号 色彩
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白

二段停止線（２０３の２）

記号 色彩

白

進行方向（２０４）

記号 色彩

68



白

中央線（２０５）

記号 色彩

一　道路の右側部分にはみ出して通行してはならないことを特に示す必要がある道路に設置する場合

二　一以外の場所に設置する場合

（一）　ペイント又はこれに類するものによるとき

白

（二）　道路
びよう

鋲 、石又はこれらに類するものによるとき

三　道路の中央以外の部分を道路の中央として指定する場合

（一）　常時指定するとき

白

（二）　日又は時間を限つて指定するとき

四　一及び三の（一）の場合で特に必要があるとき 白
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車線境界線（２０６）

記号 色彩

一　ペイント又はこれに類するものによるとき

又は

白

二　道路
びよう

鋲 、石又はこれらに類するものによるとき

安全地帯（２０７）

記号 色彩

黄（外わく）

白（内わく）

安全地帯又は路上障害物に接近（２０８）

記号 色彩

一　片側に避ける場合

二　両側に避ける場合

白
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導流帯（２０８の２）

記号 色彩

白

路面電車停留場（２０９）

記号 色彩

白

横断歩道又は自転車横断帯あり（２１０）

記号 色彩
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白

前方優先道路（２１１）

記号 色彩

白

備考

一　表示

（一）　ペイント又はこれに類するものによる場合、道路
びよう

鋲 、石又はこれらに類するものによる場合及び標示筒、標示さく又は黄色の

灯火のついている道路
びよう

鋲 による場合の様式以外の図示の様式は、ペイント又はこれに類するものによる場合の様式とする。

（二）　「転回禁止」、「最高速度」、「立入り禁止部分」、「車両通行区分」、「特定の種類の車両の通行区分」、「
けん

牽引自動車の高速自動車国

道通行区分」、「専用通行帯」、「路線バス等優先通行帯」、「進行方向別通行区分」、「右左折の方法」、「環状交差点における左折等の方

法」、「斜め駐車」及び「終わり」を表示する規制標示並びに「進行方向」及び「導流帯」を表示する指示標示に係る図示の文字又は

記号は、例示とする。

（三）　「停止禁止部分」を表示する規制標示には、必要がある場合は、「消防車出入口」、「救急車出入口」等の文字を表示することがで

きる。

（四）　「特例特定小型原動機付自転車・普通自転車歩道通行可」及び「特例特定小型原動機付自転車・普通自転車の歩道通行部分」を

表示する規制標示には、必要がある場合は、「特例特定原付を除く」の文字を表示することができる。
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（五）　「特例特定小型原動機付自転車・普通自転車の歩道通行部分」を表示する規制標示及び「自転車横断帯」を表示する指示標示に

係る図示の自転車の記号は、当該道路標示に係る道路の区間又は場所の状況に応じ必要と認める箇所に表示するものとする。

（六）　「自転車横断帯」を表示する指示標示を「横断歩道」を表示する指示標示に接して設置する場合は、当該「横断歩道」を表示す

る指示標示に接する側の側線の表示を省略することができる。

（七）　「追越しのための右側部分はみ出し通行禁止」を表示する規制標示で一の（一）又は（二）の様式のものは、「中央線」を表示す

る指示標示を兼ねるものとする。

二　寸法

道路標示の大きさは、図示の寸法（その単位はメートルとする。）を基準とする。ただし、設計速度が六十キロメートル毎時以上の道

路に設置する場合又は道路の形状、交通の状況若しくは駐車する車両の態様により特別の必要がある場合には、図示の寸法を拡大し、

又は縮小することができる。

三　文字の形

文字の形の基準は、縦及び横の寸法を図示したもの以外は、別表第二備考一の（四）に掲げる図の縦を三倍にしたものとする。

四　車両の種類の略称

車両の種類を表示するときは、別表第二備考一の（六）の規定に準じて略称を用いることができる。

五　反射材料等

道路標示には、必要に応じ、反射材料を用い又は反射装置を施すものとする。
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